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去
る
二
月
八
日
、
パ
リ
で
、
本
館
佐
竹

明
度
館
長
と
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ

ン
ス
日
本
学
高
等
研
究
所
（
９
房
鳴
烏

即
自
ｇ
雪
盲
翼
寓
三
号
碗
巽
豐
《
關
璽
且
男

旨
冒
忌
胃
的
Ｉ
Ｈ
Ｅ
１
）
ベ
ル
ナ
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ク
所
長
の
間
で
、
両
機
関
の
学

術
交
流
に
関
す
る
覚
書
が
署
名
さ
れ
、

協
定
が
発
効
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
っ

て
両
機
関
は
、
①
研
究
者
の
交
流
、
②

共
同
研
究
の
実
施
、
③
講
演
・
講
義
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
実
施
、
④
学
術
情
報

及
び
資
料
の
交
換
な
ど
を
行
な
う
こ
と

と
な
っ
た
。

こ
の
協
定
は
、
佐
竹
館
長
、
フ
ラ
ン

ク
所
長
を
中
心
に
か
ね
て
検
討
を
重
ね

て
来
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
館
で
は
部

長
会
議
、
日
本
学
高
等
研
究
所
で
は
評

議
員
会
の
議
を
経
て
合
意
に
到
っ
た
も

の
で
あ
る
。
二
月
、
松
野
企
画
調
整
官
、

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
日
本
学
高
等
研
究
所

と
の
学
術
交
流
協
定
に
つ
い
て

森
沢
管
理
部
長
が
館
長
に
随
行
、
ロ
ー

タ
ム
ン
ド
教
授
、
ピ
ジ
ョ
ー
教
授
ら
Ｉ

Ｈ
Ｅ
Ｊ
評
議
員
と
最
終
的
な
打
合
せ
を

行
な
い
、
調
印
さ
れ
た
議
定
書
が
交
換

さ
れ
た
。

協
定
に
は
、
当
面
五
年
間
の
期
限
が

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
解
消
の
申
出
が

な
い
限
り
、
効
力
は
そ
の
後
も
継
続
す

ス
》
。

こ
の
協
定
に
よ
っ
て
、
本
年
度
に
新

た
に
開
設
さ
れ
た
国
際
研
究
室
に
、
初

代
の
客
員
教
授
と
し
て
フ
ラ
ン
シ
ー

ヌ
・
エ
ラ
イ
ュ
博
士
が
十
月
に
着
任
さ

れ
る
。
博
士
は
日
本
古
代
史
と
文
学
の

研
究
で
著
名
な
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
賞
受

賞
者
。
『
御
堂
関
白
記
」
の
全
訳
で
山
片

蟠
桃
賞
も
得
ら
れ
て
い
る
。
当
館
で
は

「
本
朝
麗
草
」
を
中
心
と
し
た
平
安
朝
の

歴
史
と
文
学
に
つ
い
て
の
共
同
研
究
が

角
～

ｰ

予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
十
一
月
七
、

八
日
に
当
館
で
開
催
さ
れ
る
国
際
日
本

文
学
研
究
集
会
で
は
、
エ
ラ
イ
ユ
教
授

の
講
演
「
平
安
時
代
貴
族
社
会
に
お
け

る
作
文
」
、
ピ
ジ
ョ
ー
教
授
の
招
待
発
表

「
谷
崎
潤
一
郎
『
少
将
滋
幹
の
母
」
に
あ

ら
わ
れ
る
平
安
時
代
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
」

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

一
方
当
館
か
ら
は
松
野
が
、
十
一
月

半
ば
か
ら
四
週
間
、
同
研
究
所
で
の

『
六
百
番
歌
合
」
の
講
読
と
、
フ
ラ
ン
ス

国
内
の
国
文
学
資
料
の
共
同
研
究
の
た

め
に
派
遣
さ
れ
る
。
な
お
、
平
成
九
年

度
は
、
ロ
ー
タ
ム
ン
ド
教
授
の
招
聰
と

本
館
教
授
一
名
の
派
遣
が
決
定
し
て
い

る
ほ
か
、
来
年
度
か
ら
三
年
に
わ
た
っ

て
毎
年
三
名
の
短
期
招
聰
と
共
同
研
究

が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
は
、

大
学
と
は
全
く
体
系
の
異
な
る
、
日
本

に
は
な
い
、
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
。

約
五
十
人
の
教
授
陣
を
擁
し
、
こ
の
教

授
は
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
お
よ
び
コ
レ
ー

ジ
ュ
教
授
団
の
推
薦
に
よ
り
国
家
元
首

屍
譲
罷
馬
繁

次
．
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
ン
ピ
ュ
‐
夕
国
華
に
つ
い
て
…
２

研
寵
耐
慨
祁
叩
童
翻
雁
行
虹
川
狢
岳
で
…
．
。
…
…
…
…
３

唾
一
〕
《
》
画
睡
宣
画
一
蹄
、
辨
恥
畢
尋
一
へ
酬
唖
牢
峰
一
口
一
園
函
嘩
や
琴
薩
》
⑦
。
。
●
。
。
。
●
。
。
●
：
Ｃ
Ｑ
。
：
。
：
グ
Ｏ
｜

日
一
驚
罷
場
葡
邪
薬
縦
告
大
西
唐
…
…
…
…
…
…
…
。
。

一
鰈
砿
鯲
痴
浜
裂
報
錨
悪
茄

可

、
。
、
。
、

へ

が
任
命
す
る
。
教
授
は
各
人
の
研
究
テ

ー
マ
で
自
由
に
講
義
し
、
聴
講
は
自
由
。

そ
の
時
代
の
一
流
人
物
が
教
壇
に
立
つ

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
学
高
等

研
究
所
の
前
身
は
パ
リ
大
学
の
日
本
学

研
究
所
で
、
一
九
三
四
年
に
三
井
合
名

会
社
の
助
成
金
で
設
立
さ
れ
た
が
、
一

九
七
三
年
の
パ
リ
大
学
の
分
割
に
よ
り
、

コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
付
属

機
関
と
な
っ
た
。
現
在
フ
ラ
ン
ク
教
授

以
下
十
名
の
研
究
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
が
、

そ
の
う
ち
八
名
は
客
員
研
究
員
で
、
国

立
高
等
研
究
院
、
パ
リ
第
七
大
学
、
東

洋
言
語
文
化
研
究
所
の
大
学
院
担
当
教

授
で
あ
る
。

今
年
五
月
、
第
三
刷
が
刊
行
さ
れ
た

「
方
忌
み
と
方
違
え
』
（
岩
波
書
店
）
を

初
め
と
し
て
、
「
今
昔
物
語
集
」
（
ガ
リ

マ
ー
ル
瞥
店
、
解
説
と
注
釈
）
、
「
源
順

集
」
「
恵
慶
法
師
集
」
「
成
尋
阿
闇
梨
集
」

の
注
釈
と
研
究
な
ど
、
長
年
に
わ
た
っ

て
日
本
の
文
学
と
宗
教
に
幅
広
い
考
察

と
新
見
を
加
え
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ク
教
授

を
筆
頭
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
の
研
究
交

輔
呈
卜
回
凶
際
Ｈ
よ
●
文
軟
研
究
集
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
側
雌
…
…
…
…
●
・
’

文
叩
輔
介
勢
…
…
…
…
…
…
…
…
．
。

一
一
一
一
却
唖
幸
。
◆
●
●
。
。
●
ｏ
●
◆
●
◆
●
●
Ｇ
◆
●
。
●
●
●
。
①
◆
◆
●
●
◆
◆
●
●
●
●
寺
●
｝

原
典
噂
読
セ
ミ
ナ
ー
…
…
…
…
…
．
？

利
朋
荷
へ
の
お
知
ら
せ
…
…
…
…
．
．
｜

人
虹
毘
勤
…
…
…
…
．
・
・
・
…
・
…
・
…
・
・
ゞ

一
唖
’
心
姉
｛
一
翼
》
錘
』
，
一
応
一
陛
一
唖
垂
垂
●
琴
一
’
へ
一
《
甲
●
●
●
・
●
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●
由
●
Ｃ
Ｇ
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●
↑
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流
は
、
か
な
ら
ず
や
国
内
の
研
究
情
況

へ
の
新
風
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
ろ
う
。

こ
れ
を
端
緒
と
し
て
、
当
館
で
は
各

国
の
日
本
学
研
究
機
関
と
の
水
準
の
高

い
交
流
を
積
み
あ
げ
て
行
く
所
存
で
あ

る
。

（
企
画
調
整
官
松
野
陽
二

『
■
０
■
０
０
■
０
Ｂ
０
Ｂ
０
０
Ｂ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｂ
０
８
０
０
Ｂ
ｐ
Ｂ
６
Ｂ
０
６
０
０
日
０
■
０
０
８
０
■
卜
８
６
Ｂ
６
Ｄ
Ｏ
Ｏ
６
０
Ｄ
Ｕ
Ｏ
９
６
６
ｆ
Ｏ
９
０
６
ゥ
０
９
０
６
９
０
Ｊ

一
国
文
学
研
究
資
料
館
略
沿
革
一

一
昭
和
仙
年
ｎ
月
日
本
学
術
ま
至
譲
が
、
二
国
一

一
語
・
国
文
学
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
一

一
（
仮
称
）
」
の
設
世
を
政
府
に
勧
青
一

一
昭
和
妬
年
９
月
学
術
審
議
会
が
「
国
一

一
文
学
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
一

一
洲
蝉
ゞ

一
昭
和
砲
年
４
月
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
一

一
及
び
当
館
蔵
和
古
書
目
録
の
デ
ー
ー

ー
タ
ベ
ー
ス
ォ
ン
ラ
ィ
ン
検
索
サ
ー
ー

ー
ビ
ス
函
騨
妬
。

一
平
成
４
年
４
月
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー

ー
ー
タ
ベ
ー
ス
ォ
ン
ラ
ィ
ン
検
索
サ
ー

．
－
ビ
ス
開
催
穐

一
平
成
８
年
２
月
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
．
一

一
フ
ラ
ン
ス
日
本
学
高
等
研
究
所
と
一

一
の
学
術
交
流
協
定
締
結
。

ｒ
Ｏ
Ｏ
■
８
日
０
０
■
Ｏ
Ｂ
■
■
■
Ｏ
Ｂ
０
日
■
■
■
■
０
日
Ｏ
■
■
■
Ｏ
Ｂ
０
０
０
８
■
０
日
０
日
■
■
Ｂ
０
Ｂ
０
Ｂ
６
０
６
０
Ｂ
６
Ｂ
０
Ｄ
Ｂ
６
０
０
０
Ｂ
Ｄ
０
Ｂ
ｐ
Ｂ
０
』

重
点
領
域
研
究
新
規
公
募
研
究
班
研
究
計
画

①
講
釜
盟
愈
器
等
霞
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
可

誇
堂
堂
承
パ
ラ
レ
ル
・
テ
キ
ス
ト
の
果
た
玄
伎

割
に
関
す
る
研
究
池
上
恵
子
（
鹿
城
蚕
圭

②
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向
型
日
本
語
辞

書
の
作
成
と
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
郡

司
隆
男
（
大
阪
大
学
）

③
並
行
法
概
念
に
よ
る
詩
テ
キ
ス
ト

の
処
理
菱
川
栄
一
（
神
戸
大
学
）

安
永
尚
志
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
科
学
研
究
窪
筈
苫
嶺
域
研

究
「
人
文
科
単
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
テ
キ
ス

ト
処
理
班
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
協
調
し
当
人

寸
紅
坐
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
し
て
樹
今
年
度
は
機
械
振
興
会
館
（
衷
尿

タ
ワ
ー
の
下
に
あ
り
ま
す
）
を
会
場
に
、
加

月
ｎ
日
と
肥
日
の
二
日
間
の
行
箪
と
し
て
企

画
し
て
お
り
牽
寛
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
で
す
。

【
第
一
且
加
月
ｎ
日
（
木
）
旧
時
～

捺
拶
休
符
昭
腐
薗
字
堂
斎
器
香
料
館
邑

基
調
講
演

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
学
研
究
の
現

状
（
仮
題
）
ド
ウ
ラ
エ
・
ユ
ベ
ー
ル
（
コ
レ

ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
極
東
研
究
所
）

科
学
研
究
費
重
点
領
域
研
究
「
人
文
科
学

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
テ
キ
ス
ト
処
理
研
究

第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文
学
に
つ
い
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
長
中
村
康
夫

鍔
剋
崔
但
例
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
園
干
金
字
の
シ

R

④
自
然
科
学
分
野
の
論
文
と
口
頭
発

表
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
分
析
梅
咲
敦
子

（
帝
塚
山
短
期
大
学
）

重
点
領
域
研
究
継
続
公
募
研
究
班
研
究
発
表

⑤
古
典
籍
の
組
版
の
問
題
と
冒
冨
の

応
用
金
水
敏
（
神
戸
大
学
）

⑥
国
奪
弄
塊
裟
懇
蒜
電
赤
鯉
蘇
蔦
將
畢

の
試
み
松
村
雄
二
（
国
寡
霧
塑
禿
費
澄
題

⑦
遠
隔
地
日
本
語
学
習
へ
の
支
援
と

刺
激
素
材
柳
沢
好
昭
（
国
語
研
究
所
）

パ
ネ
と
既
電
妥
そ
暴
塑
に
お
け
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
ダ
鷺
到
田
ｋ
斡
蝋
エ

ヨ
裂
云
中
村
康
夫
園
要
孟
弊
譽
料
態

パ
ネ
リ
ス
ト
金
水
敏
（
裡
厚
太
至
ア
ー
マ

ー
・
ア
ン
ド
ル
ー
露
瀧
溌
塾
太
墓
渋
谷

栄
一
（
高
千
穂
商
科
大
学
）
鹿
倉
秀
典

（
関
東
短
期
大
学
）
杉
田
ま
ゆ
子
（
国

文
学
研
究
資
料
館
）

【
第
二
且
、
月
肥
日
（
金
）
加
時
１

重
点
領
域
研
究
継
統
公
募
研
究
班
研
究
発
表

①
汗
重
．
蚕
９
Ｓ
房
と
は
何
か
西

村
秀
夫
（
神
戸
大
学
）

②
勺
８
匡
①
ョ
切
目
Ｑ
曾
旨
号
。
吻
胃

富
。
畠
呂
ｇ
元
①
胃
＆
浮
号
爾
雨
曽

卑
ｇ
①
畠
信
片
岡
朋
子
（
早
稲
田
大
学
）

③
で
○
両
厨
報
告
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
・
グ

レ
ゴ
リ
ー
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
）

④
コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
た
談
話
分
析

Ｒ

上
村
隆
二
福
岡
工
業
大
学
）

特
別
講
演
人
文
科
学
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
（
仮
題
）
ホ
ッ
ヶ
イ
・
ス
ー
ザ
ン

（
の
、
『
毎
，
９
局
『
さ
『
国
の
。
§
。
再
思
×
霊

言
言
の
エ
匡
ョ
自
言
陽
）

重
点
領
域
研
究
継
続
公
募
研
究
班
研
究
発
表

⑤
読
書
支
援
シ
ス
テ
ム
の
本
文
の
語

棄
分
析
ｌ
日
本
語
教
育
の
視
点
か
ら
ｌ

鈴
木
康
子
（
国
際
基
督
教
大
学
）

⑥
「
諸
藩
邸
江
戸
記
録
一
覧
」
に
つ
い

て
武
井
協
三
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

講
演
展
示
図
録
の
デ
ー
々
次
Ｉ
ス
化
に
つ

い
て
山
崎
誠
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

請
演
古
辞
書
研
究
と
－
１
Ｓ
漢
字
池
田

証
寿
（
信
州
大
学
）

閉
会
挨
拶
立
川
美
彦
（
国
文
学
研
究

資
料
館
）

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
若
干
の
変
更
が
あ
り

え
ま
す
）

機
械
振
興
会
館

一
塁
足
都
港
区
芝
公
園
３
丁
目
５
番
８
号

電
話
○
三
（
三
四
三
四
）
八
二
二

交
通
地
下
鉄

日
比
谷
線
神
谷
町
駅
下
車
徒
歩
７
分

都
営
三
田
線
御
成
門
駅
下
車
徒
歩
７
分

都
営
浅
草
線
大
門
駅
下
車
徒
歩
ｎ
分

Ｊ
Ｒ
浜
松
町
駅
下
車

バ
ス
浜
松
町
～
兎
泉
タ
ワ
ー
路
線

渋
谷
～
墓
尿
タ
ワ
ー
路
線

墓
泉
タ
ワ
ー
前
下
車
す
ぐ
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（
、
｜

研
究
情
報
部
事
業
報
告
立
川
美
彦

平
成
七
年
度
、
研
究
情
報
部
に
は
、
情
報
分
析
室
の
最
大
の
業
務
で
あ
る

新
た
に
情
報
メ
デ
ィ
ア
室
が
設
置
さ
れ
、
「
国
文
学
年
鑑
」
平
成
六
年
版
の
編
集
を

七
月
一
日
付
で
丸
山
勝
巳
教
授
が
着
任
、
完
了
し
、
予
定
通
り
平
成
八
年
三
月
末

次
の
六
室
の
体
制
が
整
っ
た
。
に
刊
行
す
る
こ
と
を
得
た
。

情
報
資
料
室
武
井
協
三
室
長
平
成
六
年
版
の
概
要
は
ほ
ぼ
次
の
と

情
報
分
析
室
松
村
雄
二
室
長
お
り
で
あ
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
中
村
康
夫
室
長
◇
雑
誌
・
紀
要
・
論
文
集
所
載
論
文

情
報
処
理
室
安
永
尚
志
室
長
件
数
一
二
二
二
二
件

情
報
メ
デ
ィ
ア
室
丸
山
勝
巳
宰
畏
◇
新
聞
所
戦
論
文
目
録
四
九
件

研
究
開
発
室
立
川
美
彦
室
長
◇
学
会
一
覧
四
一
学
会

情
報
メ
デ
ィ
ア
室
に
お
い
て
は
、
国
文
◇
学
会
研
究
発
表
一
覧
七
二
五
件

学
に
関
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
統
合
◇
新
指
定
文
化
財
目
録
一
六
件

処
理
及
び
こ
れ
に
必
要
な
調
査
研
究
を
◇
平
成
６
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
等

行
う
。
他
の
五
室
の
所
掌
は
従
来
の
通
交
付
一
覧
三
四
一
件

り
で
あ
る
。
◇
受
賞
一
覧
七
八
件

情
報
資
料
室
◇
計
報
三
九
件

第
十
九
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
◇
単
行
本
目
録
二
四
○
二
件

を
、
十
一
月
九
日
、
十
日
に
開
催
し
た
。
◇
収
載
雑
誌
紀
要
一
覧
一
○
八
七
件

参
加
者
数
は
、
二
六
名
。
（
内
、
海
外
◇
翻
刻
・
複
製
一
覧
一
二
一
件

か
ら
三
九
名
）
で
あ
っ
た
。
二
日
目
を
◇
執
筆
者
索
引
八
五
二
一
人

芸
能
の
小
特
集
と
し
、
竹
下
玲
子
氏
の
本
年
鑑
は
雑
誌
紀
要
所
載
論
文
数
が

瞥
女
唄
の
実
演
を
加
え
た
。
た
ま
た
ま
昨
年
度
版
よ
り
三
○
○
件
近

新
聞
掲
載
の
国
文
学
関
係
記
事
の
収
く
減
少
す
る
と
い
う
結
果
が
で
た
が
、

集
は
、
例
年
ど
お
り
順
調
な
進
捗
を
見
他
の
部
分
の
増
大
に
よ
っ
て
、
総
ぺ
－

た
。
館
報
も
例
年
ど
お
り
二
回
の
発
行
ジ
数
は
ほ
ぼ
同
じ
、
発
行
所
に
よ
る
価

を
行
っ
た
。
格
も
据
え
置
か
れ
た
。

情
報
分
析
室
情
報
分
析
室
の
将
来
に
わ
た
る
課
題

と
し
て
は
、
昨
年
に
引
続
き
次
の
二
点

が
あ
る
。

①
論
文
デ
ー
タ
の
増
大
に
と
も
な
う

業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
過
密
化
と
ア

ル
バ
イ
ト
人
員
確
保
の
問
題

②
年
鑑
横
組
み
化
移
行
の
問
題
と
国

文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の

連
係
の
問
題

①
に
関
し
て
は
、
こ
こ
数
年
増
大
一

方
で
あ
っ
た
論
文
件
数
が
昨
年
に
関
し

て
は
小
康
を
得
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ

れ
は
一
時
的
な
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
。

業
務
の
過
密
化
は
変
ら
な
い
。

②
は
、
当
館
の
大
型
計
算
機
シ
ス
テ

ム
更
新
の
問
題
に
付
随
し
て
発
生
し
た

課
題
で
あ
る
。
移
転
時
に
と
も
な
う
研

究
情
報
部
の
新
体
制
の
確
立
を
に
ら
み

つ
つ
、
従
来
の
国
文
学
年
鑑
か
ら
国
文

学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ヘ
と
い
う

業
務
の
流
れ
を
逆
転
さ
せ
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
か
ら
国
文
学
年
鑑
へ
と
い
う
流
れ

を
構
築
す
る
こ
と
が
中
心
と
な
る
。
現

在
そ
の
た
め
に
不
可
欠
な
問
題
で
あ
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
初
期
入
力
の
問
題
、
論

文
自
動
配
列
の
問
題
な
ど
、
情
報
処
理

室
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
と
共
同
で
、
そ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
試
行
的
に
実
験

し
て
い
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
の
事
業
は
三
本
の

柱
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
一
つ
は
室
の

戸､

創
設
以
来
の
主
事
業
で
あ
る
国
文
学
論

文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
追
加

搭
載
、
も
う
一
つ
は
平
成
三
年
度
よ
り

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
進
め
て
い
る

古
典
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
推
進
、
さ

ら
に
も
う
一
つ
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利

用
サ
ー
ビ
ス
を
応
援
す
る
事
業
で
あ
る
。

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

し
て
は
、
平
成
七
年
度
は
、
新
規
一
年

分
と
し
て
平
成
五
年
の
分
（
レ
コ
ー
ド

件
数
一
二
、
四
三
四
件
）
、
遡
及
と
し
て

昭
和
五
十
年
（
同
五
、
四
一
三
件
）
、
昭

和
五
十
一
年
（
同
五
、
一
三
一
件
）
の

三
年
分
を
追
加
搭
救
し
、
そ
の
結
果
、

平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
か
か
る
総
件
数
は
一
六
○
、
○

○
○
件
を
わ
ず
か
な
が
ら
超
え
た
。

古
典
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
件
数

の
多
さ
を
追
求
す
る
方
向
か
ら
、
次
第

に
、
利
用
頻
度
の
高
い
人
物
記
録
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
考
え
る
段
階
に
入
り

つ
つ
あ
り
、
公
卿
補
任
か
ら
の
デ
ー
タ

抽
出
に
取
り
組
み
を
始
め
た
。
も
と
よ

り
、
こ
の
難
度
は
相
当
に
高
く
、
成
形

が
見
通
せ
る
段
に
な
る
ま
で
に
三
年
以

上
は
か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
業
務
は
、

具
体
的
に
は
情
報
処
理
室
の
努
力
に
よ

っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
時
間
の
延
長
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
の
検
索
の
実
現
が

あ
り
、
実
際
に
そ
の
影
響
は
大
き
く
、
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利
用
者
も
伸
び
た
が
、
そ
の
利
便
が
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
広
報
や
具
体

的
な
案
内
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
予
算
等
の
制
約
も
あ

り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
っ
た
。

平
成
七
年
度
に
第
１
回
を
開
催
し
た

「
、
才
ン
ポ
ジ
ウ
ム
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
国
文

学
」
に
つ
い
て
は
、
前
号
の
館
報
に
記

述
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

情
報
処
理
室

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
・
運
転

を
除
く
平
成
七
年
度
の
事
業
は
、
以
下

の
よ
う
に
実
施
し
た
。

（
１
）
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

こ
れ
ま
で
実
験
的
に
運
用
し
て
い
た

公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
延
長
運
転
時
間

を
、
正
式
に
午
後
九
時
ま
で
と
し
た
。
ま

た
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ

の
Ｉ
Ｐ
接
続
を
可
能
と
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
通
信
速
度
向
上
な
ど
、
利
用
者

の
便
宜
は
大
幅
に
計
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
加
え
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
安
定
し

た
サ
ー
ビ
ス
提
供
及
び
人
員
の
負
荷
軽
減

を
目
的
と
し
て
、
計
算
機
室
に
自
動
運
転

監
視
盤
を
設
置
し
た
。

（
２
）
業
務
シ
ス
テ
ム
の
運
用

マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
、
研
究
論
文
目

録
、
古
典
籍
総
合
目
録
、
本
文
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
運
用
機
能
拡
充
な
ど

を
行
い
、
平
常
通
り
の
運
転
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
資
料
管
理
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
、

文
字
セ
ッ
ト
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
平

常
に
稼
働
し
て
い
る
。

（
３
）
通
信
環
境
の
整
備

昨
年
度
実
施
し
た
館
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
お

い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
さ
れ
た
各
専

用
端
末
に
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
対
応
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入

し
、
計
算
機
室
内
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
メ
ー
ル
サ
ー
バ
と
し
て
立
ち
上

げ
て
、
本
格
的
な
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を

稼
働
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
非
常
に

好
評
で
、
館
外
と
の
メ
ー
ル
の
や
り
取

り
は
も
ち
ろ
ん
、
館
内
に
お
い
て
も
委

員
会
の
開
催
通
知
そ
の
他
の
事
務
連
絡

に
十
分
活
用
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
新
規
シ
ス
テ
ム
の
導
入

特
別
設
備
費
に
よ
っ
て
、
国
文
学
フ

ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
バ
装

置
の
導
入
を
行
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
サ
ン
・
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
社

製
弓
シ
”
○
蔚
弓
ｇ
Ｓ
ｇ
及
び
弓
シ
”
○
，

異
。
国
需
ン
愚
〕

に
よ
り
栂
成
さ
れ
る
。

（
５
）
新
規
シ
ス
テ
ム
開
発

本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
Ｓ
Ｇ
Ｍ
Ｌ
へ

の
デ
ー
タ
変
換
な
ど
の
研
究
開
発
を
行

い
、
実
験
用
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
た
。

「
二
十
一
代
集
」
及
び
「
奈
良
絵
本
」

を
基
本
と
す
る
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
複
合
シ
ス

角
、一

テ
ム
の
研
究
開
発
に
成
功
し
た
。

（
６
）
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
の
リ
プ

レ
ー
ス
平
成
八
年
度
に
予
定
さ
れ
る
情
報
処

理
シ
ス
テ
ム
の
リ
プ
レ
ー
ス
に
向
け
、

政
府
調
達
の
た
め
の
各
種
準
備
を
開
始

し
、
実
行
段
階
に
入
っ
た
。
具
体
的
に

は
、
仕
様
書
案
を
作
成
し
、
情
報
シ
ス

テ
ム
仕
様
策
定
委
員
会
を
経
て
情
報
シ

ス
テ
ム
委
員
会
で
最
終
的
に
承
認
を
得

た
。

（
７
）
国
際
接
続

前
年
度
に
引
き
続
き
、
主
に
、
科
学

研
究
費
に
よ
り
、
英
国
、
米
国
、
ド
イ

ツ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
か
ら
当
館
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
へ
の
国
際
接
続
実
験
を
行
っ
た
。

ま
た
、
各
国
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
現
状
調
査
を
行
っ
た
。

（
８
）
館
外
と
の
協
力

人
文
系
共
同
利
用
機
関
情
報
シ
ス
テ
ム

連
絡
会
に
お
い
て
、
各
機
関
の
情
報
処
理

シ
ス
テ
ム
の
現
状
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
情
報
資
源
の

公
開
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て

各
機
関
と
の
情
報
薄
膜
を
行
っ
た
。

（
９
）
シ
ス
テ
ム
運
用
管
理
体
制

定
員
削
減
に
伴
い
、
次
年
度
以
降
の

運
用
管
理
体
制
及
び
業
務
の
見
直
し
を

行
っ
た
。

情
報
メ
デ
ィ
ア
室

情
報
メ
デ
ィ
ア
室
は
、
国
文
学
研
究

の
た
め
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
型
統
合
処

円

理
の
研
究
を
目
的
に
平
成
七
年
度
に
新

設
さ
れ
た
。
国
文
学
研
究
で
用
い
ら
れ

る
多
種
多
様
な
原
本
資
料
や
本
文
資
料

の
電
子
資
料
化
と
関
連
資
料
間
の
ハ
イ

パ
ー
リ
ン
ク
結
合
、
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
の
計
算
機
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

用
に
よ
り
、
目
的
と
す
る
資
料
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
経
由
で
何
処
か
ら
で
も
直
ち

に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
更
に
研
究
成
果
や

意
見
の
交
流
が
行
え
る
「
電
子
資
料
館

シ
ス
テ
ム
」
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

本
年
度
は
、
悩
報
処
理
室
と
の
連
鵬
の

も
と
に
以
下
の
進
捗
を
み
た
。

（
１
）
電
子
資
料
館
シ
ス
テ
ム
概
念
櫛
築

本
シ
ス
テ
ム
は
い
わ
ゆ
る
電
子
図
書

館
シ
ス
テ
ム
の
一
分
野
で
あ
る
が
、
国

文
学
・
国
史
学
を
対
象
と
す
る
に
は
独

自
技
術
の
開
発
も
必
要
で
あ
る
。
例
え

ば
、
多
種
多
様
な
作
品
櫛
造
へ
の
対
応

法
、
多
数
の
文
字
種
と
外
字
へ
の
対
応

法
、
脚
注
・
頭
注
・
傍
記
等
の
表
現
法
、

写
本
や
刊
本
の
膨
大
な
踵
の
画
像
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
構
築
法
、
検
索
表
示
法
な

ど
を
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
技
術
と
ハ
イ
パ

ー
リ
ン
ク
技
術
を
活
用
し
て
実
現
す
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
情
報
を
検
索
・

ア
ク
セ
ス
す
る
仕
組
み
と
し
て
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
．
ト
の
乏
日
亘
乏
亘
①

乏
呂
（
Ｗ
Ｗ
Ｗ
）
技
術
を
活
用
す
る
。

（
２
）
電
子
資
料
館
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

全
寺
迭
躍
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
テ
キ
ス
ト
変

－4－
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換
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
本
文
と
原
本
画
像
と
の

相
関
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
試
作
し
、
電
子

資
料
館
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
実
験
を
行
な

い
、
使
い
易
さ
と
便
利
さ
を
実
証
し
た
。

本
シ
ス
テ
ム
は
Ｗ
Ｗ
Ｗ
技
術
を
活
用
し
た

も
の
で
、
館
外
か
ら
も
次
項
の
本
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
経
由
し
て
ア
ク
セ
ス
で
き

る
。
二
十
一
代
集
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
の

科
研
費
研
究
成
果
）
の
例
で
は
、
本
文
の

全
文
検
索
や
原
本
画
像
表
示
が
簡
単
に
行

え
て
好
評
で
あ
る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
研
究
の
た
め
の
機

構
な
ど
も
試
作
し
た
。

（
３
）
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
Ｗ
Ｗ
Ｗ
サ
ー
ビ
ス
）
の
試
験
運

用
を
開
始
し
た
。
閲
覧
室
や
史
料
館
の
利

用
案
内
、
展
不
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
案
内
、

事
業
概
要
説
明
と
と
も
に
、
前
述
の
『
電

子
資
料
館
実
験
』
も
行
っ
て
い
る
。
本
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
将
来
の
正
式
サ
ー
ビ
ス

に
向
け
て
各
種
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
事
も

目
的
と
す
る
。

研
究
開
発
室

ｌ
平
成
６
年
度
に
引
き
続
き
、
藤
原

鎭
男
客
員
教
授
の
も
と
で
、
「
国
文
学
研

究
支
援
二
ヶ
国
語
用
語
知
識
ベ
ー
ス
の

開
発
」
の
櫛
想
の
た
め
に
、
そ
の
対
象

と
な
る
用
語
デ
ー
タ
の
事
前
整
備
を
行

な
っ
た
。

本
構
想
は
、
用
語
管
理
方
式
を
、
現

在
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
て

の
ハ
ピ
ネ
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
方
式
に
よ

る
管
理
か
ら
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
基
盤
に
変
換
す
る
た
め
の
基
礎
作

業
で
あ
る
。

本
研
究
対
象
デ
ー
タ
は
、
小
西
甚
一

著
『
日
本
文
芸
史
」
（
英
文
）
の
用
語
を

対
象
と
し
て
い
る
。
昨
年
度
に
作
成
さ

れ
た
方
式
を
基
に
、
７
年
度
は
用
語
語

葉
の
拡
充
を
進
め
、
約
六
千
四
百
語
の

デ
ー
タ
を
得
た
。
さ
ら
に
、
用
語
の
櫛

造
・
分
類
化
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、

「
国
文
学
英
譲
留
袈
聖
「
国
文
学
英
塞
習
圭
座

デ
ー
タ
を
作
成
し
、
上
記
デ
ー
タ
か
ら
、

「
英
語
単
語
出
現
頻
度
」
デ
ー
タ
を
生
成

さ
せ
、
標
記
分
野
に
お
け
る
英
文
の
用

語
・
単
語
の
特
性
を
数
趾
的
に
分
析
可
能

と
し
た
。

こ
れ
ら
の
用
語
に
は
、
一
般
名
詞
、

当
時
の
日
本
人
の
思
想
・
価
値
観
・
感

性
な
ど
を
表
現
す
る
形
容
詞
、
ま
た
は

作
品
名
・
著
者
名
な
ど
の
固
有
名
詞
の

ほ
か
、
中
国
や
イ
ン
ド
起
源
の
名
詞
な

ど
様
々
な
用
語
が
含
ま
れ
る
。
本
年
度

迄
に
採
録
さ
れ
た
実
験
用
デ
ー
タ
は
、

複
合
語
中
心
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

分
解
作
業
や
、
基
本
語
と
類
義
語
の
階

層
化
を
進
め
る
た
め
の
事
前
作
業
は
本

年
度
を
以
て
終
了
し
た
。

２
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
中
川
博
夫

助
教
授
を
中
心
に
館
内
外
か
ら
の
参
加

角

者
を
得
て
、
万
葉
集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
Ｄ
Ｂ
）
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

西
本
願
寺
本
を
底
本
と
し
た
「
標
準
態
」

（
通
行
字
体
・
正
訓
）
の
基
本
デ
ー
タ
の

入
力
、
デ
ー
タ
校
正
修
正
の
た
め
の
基

本
方
針
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
承
け

て
、
今
年
度
は
、
第
一
次
の
校
正
修
正

作
業
を
行
い
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る

様
々
な
問
題
点
の
検
討
を
通
じ
て
、
万

葉
集
Ｄ
Ｂ
の
可
能
性
を
追
究
し
た
。

〔
作
業
経
過
〕
四
月
二
十
七
日
に
開
発
研

究
小
会
議
を
開
き
、
第
一
次
校
正
修
正

従
事
者
へ
の
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
順

次
作
業
に
取
り
掛
か
り
、
年
度
内
に
ほ

ぼ
終
了
し
て
、
問
題
点
の
カ
ー
ド
を
集

積
し
た
。
併
行
し
て
七
月
二
十
一
日
と

十
二
月
二
十
一
日
に
開
発
研
究
会
議
を

開
き
、
ま
た
数
回
の
小
会
議
を
持
ち
、

第
一
次
校
正
修
正
の
具
体
的
問
題
の
解

決
方
法
と
、
今
後
の
万
葉
集
Ｄ
Ｂ
の
開

発
研
究
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
論
議
し
、

「
原
態
」
（
底
本
の
字
体
・
傍
訓
に
よ
る
）

の
保
留
（
実
現
の
困
難
度
・
利
用
の
特

殊
性
を
勘
案
）
と
「
標
準
態
」
へ
の
傍

訓
の
付
加
（
訓
の
領
域
の
複
数
化
）
を

決
定
し
た
。
こ
れ
に
従
い
、
次
年
度
に
、

第
二
次
校
正
修
正
の
段
階
で
、
併
せ
て

傍
訓
情
報
の
追
加
入
力
を
行
う
も
の
と

し
た
。
ま
た
、
西
本
願
寺
本
の
次
に
取

り
組
む
べ
き
伝
本
と
し
て
は
、
寛
永
版

本
よ
り
む
し
ろ
広
瀬
本
が
有
力
で
あ
る

/‐

と
の
意
見
が
大
き
く
な
っ
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
開
発
研
究
環
境
の
高
度
化
を
図

り
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
へ
の
対
応
を
目

指
し
つ
つ
、
各
伝
本
の
電
子
映
像
化
の

試
行
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
の
寛
永

版
本
に
続
き
、
広
瀬
本
の
検
索
機
能
付

き
モ
ノ
ク
ロ
Ｃ
Ｄ
を
発
注
・
作
成
し
た
。

そ
の
評
価
実
験
を
行
い
、
国
文
学
文
献

の
Ｃ
Ｄ
化
が
、
従
来
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
等
に
比
し
て
も
資
料
利
用
の
面
で

有
効
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
。

器

研
究
開
発
室
（
客
員
部
門
）
の
藤
原

鋲
男
客
員
教
授
は
三
月
三
十
一
日
付
で

退
任
さ
れ
、
日
英
対
応
国
文
学
研
究
語

葉
試
験
リ
ス
ト
の
厳
密
に
整
え
ら
れ
た

フ
ァ
イ
ル
を
残
さ
れ
た
。
「
国
文
学
研
究

支
援
二
カ
国
語
用
語
知
識
ベ
ー
ス
開
発
」

の
構
想
を
継
承
す
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ

の
課
題
で
あ
る
。

六
年
度
末
に
和
光
大
学
人
文
学
部
識

師
と
し
て
転
出
し
た
情
報
分
析
室
小
川

靖
彦
助
手
の
後
任
に
、
四
月
一
日
付
で

九
州
大
学
文
学
部
か
ら
入
口
敦
志
助
手

が
着
任
し
た
。
ま
た
、
文
部
省
の
中
核

的
研
究
機
関
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
五
月
一
日
付
で
杉
田
ま
ゆ
子
識
師

〈
中
核
的
研
究
機
関
研
究
員
）
が
着
任
、

古
典
文
学
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
構
築
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
従
事
し
て

い
る
。
（
研
究
情
報
部
長
）
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平
成
八
年
度
の
調
査
収
集
事
業
は
、

五
月
十
四
日
の
収
集
計
画
委
員
会
の
識

を
経
て
、
六
月
四
日
の
調
査
員
会
議

（
総
会
）
で
具
体
的
打
合
せ
を
行
な
い
、

既
に
作
業
は
か
な
り
進
捗
し
て
い
る
。

そ
の
総
会
で
は
、
谷
脇
理
史
客
員
教
授

の
講
演
「
自
主
規
制
と
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ

ュ
Ｉ
仮
名
草
子
か
ら
西
鶴
へ
Ｉ
」
が
あ

っ
た
ほ
か
、
「
私
の
調
査
カ
ー
ド
」
の
テ

ー
マ
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
パ
ネ
リ
ス

ト
兼
築
信
行
早
稲
田
大
学
文
学
部
助
教

授
、
高
木
元
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
助

教
授
、
山
崎
誠
当
館
助
教
授
、
司
会
落

合
博
志
当
館
助
教
授
）
を
行
い
、
調
査

カ
ー
ド
の
あ
り
方
に
つ
い
て
活
発
な
意

見
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。

当
館
の
調
査
収
集
事
業
は
調
査
員
の

方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
年
間
目
標
調

査
七
千
点
以
上
、
収
集
五
千
点
以
上
を

目
指
し
て
行
わ
れ
、
現
在
調
査
二
十
二

万
点
、
収
集
十
四
万
五
千
点
に
及
ん
で

い
る
。
現
在
当
館
で
は
、
当
館
の
調
査

収
集
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
活
用
す
べ
く
、

毎
年
四
、
五
件
の
共
同
研
究
を
公
募
で

行
っ
て
い
る
が
、
一
層
の
充
実
が
望
ま

れ
る
。

平
成
七
年
度
国
文
学
文
献
資
料
溺
査
．

文
献
資
料
部
事
業
報
告

収
集
の
概
況

一
、
調
査

平
成
七
年
度
は
、
本
年
三
月
末
ま
で
に

一
三
七
箇
所
の
所
蔵
資
料
七
九
○
七
点

を
調
査
し
た
。

北
海
道
・
東
北
地
区
（
順
不
同
、
敬
称
略
、

一
部
省
略
。
以
下
同
じ
）

市
立
函
館
図
書
館
・
伊
達
市
開
拓
記
念

館
・
八
戸
市
立
図
書
館
・
弘
前
市
立
図

書
館
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
・
宮
城
県

図
書
館
・
東
北
大
学
付
属
図
書
館
（
狩
野

文
庫
）
・
仙
台
市
民
図
瞥
館
・
仙
台
市
博

物
館
・
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
・
致
道
博

物
館
・
米
沢
市
立
米
沢
図
書
館
・
福
島

県
立
図
書
館
．
（
財
）
福
島
県
文
化
セ
ン

タ
ー
福
島
県
歴
史
資
料
館
・
初
瀬
川
文

庫
・
三
春
町
歴
史
資
料
館
・

関
東
地
区

茨
城
県
立
歴
史
館
・
茨
城
大
学
付
属

図
書
館
．
（
財
）
水
府
明
徳
会
彰
考
館
・

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
・
流
通
経
済
大

学
附
属
図
瞥
館
（
祭
魚
洞
文
庫
）
・
館
林

市
立
図
書
館
（
秋
元
文
庫
）
・
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
・
埼
玉
県
立
文
書
館
・
観

世
文
庫
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
早
稲

田
大
学
坪
内
博
士
記
念
館
演
劇
博
物

館
・
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
・
東

角
一

岡
雅
彦

京
芸
術
大
学
附
属
図
曹
館
（
脇
本
文

庫
）
・
明
治
大
学
附
属
図
書
館
（
毛
利
文

庫
黒
川
本
）
・
お
茶
の
水
図
書
館
・
三
井

文
庫
・
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究

室
・
東
洋
文
庫
・
東
京
都
立
中
央
図
書

館
（
東
京
誌
料
）
・
尊
経
閣
文
庫
・
石
野

家
・
東
京
都
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究

室
・
横
浜
開
港
資
料
館
・
大
曽
根
章
介

邸中
部
地
区

新
潟
大
学
附
属
図
瞥
館
（
佐
野
文
庫
）
・

糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
黒
船

館
・
新
発
田
市
立
図
書
館
・
黒
川
村
立

公
民
館
・
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
・
福

井
市
立
図
書
館
（
松
平
文
庫
）
・
小
浜
市

立
図
書
館
・
山
梨
県
立
図
書
館
・
長
野

県
短
期
大
学
附
属
図
瞥
館
・
上
田
市
立

図
書
館
（
花
月
文
庫
）
・
柏
屋
別
荘
・
市

立
小
諸
図
書
館
・
諏
訪
市
図
書
館
・
静

岡
市
立
芹
沢
蛙
介
美
術
館
・
静
岡
市
立

中
央
図
書
館
・
浜
松
市
立
賀
茂
真
淵
記

念
館
・
三
島
市
郷
土
館
勝
俣
文
庫
・
名

古
屋
大
学
附
属
図
書
館
（
岡
谷
文
庫
）
・

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
・
名
古
屋
市
博
物

館
・
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
・
愛

知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
・
中
京
大
学

図
書
館
・
大
須
文
庫
・
西
尾
市
教
育
委

員
会
（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
）
・
神
宮
文

庫
・
尾
鷲
市
立
中
央
公
民
館
郷
土
室
・

近
畿
地
区

夢
望
庵
文
庫
・
京
都
府
立
総
合
資
料

角

館
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
平
松
家

本
）
・
京
都
大
学
文
学
部
（
頴
原
文
庫
）
・

立
命
館
大
学
附
属
図
書
館
（
西
園
寺
文

庫
）
・
陽
明
文
庫
・
陽
明
文
庫
（
特
殊

本
）
・
蔵
庵
文
庫
・
百
々
御
所
文
庫
・
京

都
国
立
博
物
館
・
今
日
庵
茶
道
資
料

館
・
瑞
光
寺
・
本
能
寺
・
佛
教
大
学
附

属
図
書
館
・
園
部
町
教
育
委
員
会
（
小
出

文
庫
）
・
奈
良
女
子
大
学
附
属
図
書
館
・

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
・
郡
山
城

史
跡
柳
沢
文
庫
保
存
会
・
大
阪
天
満
宮

御
文
庫
・
南
方
熊
楠
邸
保
存
顕
彰
会
・

神
戸
女
子
大
学
附
属
図
書
館

中
国
・
四
国
地
区

鳥
取
県
立
図
書
館
・
鳥
取
県
立
博
物

館
・
田
原
神
社
・
売
豆
紀
神
社
・
津
和

野
町
立
郷
土
館
・
太
鼓
谷
稲
成
神
社
・

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
（
池
田
文
庫
）
・

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図

書
館
・
正
宗
文
庫
・
広
島
大
学
附
属
図

書
館
・
広
島
市
立
中
央
図
書
館
・
光
藤

益
子
・
三
原
市
立
図
書
館
・
専
徳
寺
・

山
口
大
学
附
属
図
書
館
（
棲
息
堂
文

庫
）
・
岩
国
徴
古
館
・
西
円
寺
・
萩
市
立

図
書
館
・
鎌
田
共
済
会
図
書
館
・
総
本

山
善
通
寺
・
丸
亀
市
立
図
瞥
館
・
今
治

市
河
野
美
術
館
・
宇
和
島
市
立
伊
達
博

物
館
・
大
洲
市
立
図
書
館
・
八
幡
浜
市

民
図
書
館
・
徳
島
県
立
図
書
館
（
森
文

庫
）
・
丈
六
寺
・
高
知
県
立
図
書
館
（
山

内
文
庫
）
・
佐
川
町
立
青
山
文
庫
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九
州
地
区

久
留
米
市
民
図
書
館
・
柳
川
古
文
書

館
・
祐
徳
稲
荷
神
社
（
中
川
文
庫
）
・
長

崎
大
学
附
属
図
書
館
・
長
崎
県
立
長
崎

図
書
館
・
島
原
図
瞥
館
（
松
平
文
庫
）
・

松
浦
史
料
博
物
館
・
長
崎
県
立
対
馬
歴

史
民
俗
資
料
館
・
熊
本
市
立
図
書
館
・

大
分
県
立
大
分
図
瞥
館
・
臼
杵
市
立
臼

杵
図
書
館
・
杵
築
市
立
図
書
館
・
佐
伯

市
教
育
委
員
会
・
鹿
児
島
県
立
図
書

館
・
琉
球
大
学
附
属
図
書
館

海
外
州
立
ベ
ル
リ
ン
図
瞥
館
・
州
立
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
図
瞥
館
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
立

芸
術
工
芸
美
術
館
・
ボ
ン
大
学
日
本
文

化
研
究
所

右
は
海
外
科
研
費
に
よ
る
調
査

二
、
収
集

本
年
三
月
末
ま
で
に
左
記
の
五
五
箇

所
の
所
蔵
資
料
六
九
五
一
点
を
収
集
し

た
。北
海
道
・
東
北
地
区

弘
前
市
立
図
瞥
館
・
岩
手
県
立
図
番

館
・
盛
岡
市
中
央
公
民
館
・
東
北
大
学

附
属
図
書
館
（
狩
野
文
庫
）
・
仙
台
市
民

図
書
館
・
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
・
初
瀬

川
文
庫

関
東
地
区

茨
城
県
立
歴
史
館
・
筑
波
大
学
附
属
図

書
館
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
・
東
京
芸

術
大
学
附
属
図
書
館
・
東
京
芸
術
大
学

附
属
図
書
館
（
脇
本
文
庫
）
・
宮
内
庁
書

陵
部
・
東
洋
文
庫
・
尊
経
閣
文
庫

中
部
地
区

新
潟
大
学
附
属
図
普
館
（
佐
野
文
庫
）
・

糸
魚
川
市
歴
史
民
俗
資
料
館
・
富
山
県

立
図
書
館
（
中
島
文
庫
）
・
宮
崎
文
庫
記

念
館
・
石
川
県
立
図
書
館
（
李
花
亭
文

庫
）
・
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
（
藤
本
文

庫
）
・
長
野
県
短
期
大
学
付
属
図
瞥
館
・

上
田
市
立
図
書
館
（
花
月
文
庫
）
・
上
田

市
立
図
書
館
（
花
春
文
庫
）
・
名
古
屋
市

蓬
左
文
庫
（
尾
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
・
名

古
屋
大
学
附
属
図
瞥
館
（
神
宮
皇
学
館
文

庫
）
・
愛
知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
・
大

須
文
庫
・
新
城
ふ
る
さ
と
情
報
館
（
牧
野

文
庫
）
・
西
尾
市
教
育
委
員
会
（
西
尾
市

岩
瀬
文
庫
）

近
幾
地
区

正
教
蔵
文
庫
・
京
都
大
学
文
学
部
（
頴
原

文
庫
）
・
蘆
庵
文
庫
・
陽
明
文
庫
・
百
々

御
所
文
庫
・
園
部
町
教
育
委
員
会
（
小
出

文
庫
）
・
大
和
文
華
館
・
大
阪
女
子
大
学

附
属
図
瞥
館
・
南
方
熊
楠
邸
保
存
顕
彰

会
・
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
・
温
泉
寺

中
国
・
四
国
地
区

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図

瞥
館
・
三
原
市
立
図
書
館
・
岩
国
徴
古

館
・
益
田
家
・
鎌
田
共
済
会
図
書
館
・

総
本
山
善
通
寺
・
四
国
大
学
附
属
図
書

館
（
凌
霄
文
庫
）
・
高
知
県
立
図
書
館
（
山

内
文
庫
）

へ

第
四
室
本
年
度
は
客
員
教
授
と
し
て
早
稲
田

大
学
文
学
部
谷
脇
理
史
教
授
が
着
任
し

た
。
併
任
助
教
授
は
、
前
期
は
金
次
大

学
教
育
学
部
山
本
一
助
教
授
、
後
期
は

大
阪
大
学
文
学
部
出
原
隆
俊
助
教
授
。

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
、
文
献
資

料
部
の
書
誌
学
的
研
究
や
特
定
研
究
に

九
州
地
区

祐
徳
稲
荷
神
社
（
中
川
文
庫
等
）
・
長
崎

大
学
附
属
図
書
館
・
臼
杵
市
立
臼
杵
図

書
館
・
杵
築
市
立
図
瞥
館

海
外
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校

平
成
八
年
度
閾
査
収
集
計
画

本
年
度
は
、
調
査
二
七
箇
所
（
海

外
を
含
む
）
九
四
四
○
点
、
収
集
五
五

箇
所
（
同
）
五
八
八
○
点
を
目
標
と
し

て
、
既
に
調
査
収
集
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
内
、
北
海
道
教
育
大
学
付
属
図
書

館
（
札
幌
）
を
始
め
と
す
る
七
箇
所
の

新
規
調
査
、
仙
台
市
博
物
館
な
ど
九
箇

所
の
新
規
収
集
が
含
ま
れ
て
い
る
。

海
外
資
料
の
溺
査
・
収
集

本
年
度
は
ド
イ
ツ
の
州
立
ベ
ル
リ
ン

図
書
館
、
州
立
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
図
瞥
館
、

及
び
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
書
館

等
の
海
外
科
研
費
に
よ
る
調
査
が
予
定

さ
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館
本
の
収
集
が

例
錘
通
り
予
定
さ
れ
て
い
る
。

角

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
の
他
調
査
員
地
区
会
議
は
、
中
部
地
区
は
金

沢
市
、
中
国
四
国
地
区
は
松
山
市
、
共
に

十
一
月
七
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

特
定
研
究
「
古
典
籍
研
究
の
新
し
い
課

題
と
研
究
方
法
の
開
発
を
目
指
す
総
合

的
研
究
」
は
五
年
計
画
の
二
年
次
を
迎
え

た
。
本
年
度
は
人
事
異
動
が
あ
っ
た
。
第

二
室
樹
下
文
隆
助
教
授
が
広
島
女
子
大

学
国
際
文
化
学
部
助
教
授
と
し
て
転
出
、

後
任
と
し
て
法
政
大
学
第
二
教
養
部
か

ら
落
合
博
志
助
教
授
が
着
任
し
た
。
ま

た
昨
年
度
文
部
省
の
「
中
核
的
研
究
機

関
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
と
づ
き
着

任
し
た
藤
沢
毅
講
師
（
非
常
勤
）
が
退

任
し
、
後
任
と
し
て
越
後
敬
子
講
師

（
非
常
勤
）
が
着
任
し
て
「
幕
末
明
治
期

の
国
文
学
Ｉ
幕
末
明
治
期
文
学
史
の
た

め
に
ｌ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て

い
る
。
ま
た
文
部
省
の
新
ら
し
い
支
授

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
と
づ
き
菊
池
廠
介
君

（
学
習
院
大
学
大
学
院
在
籍
）
が
リ
サ
ー

チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
七
月
か
ら
前

記
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い

る
。
『
調
査
研
究
報
告
」
第
十
七
号
が
三

月
三
十
一
日
付
で
刊
行
さ
れ
た
。

（
文
献
資
料
部
長
）
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平
成
七
年
度
の
当
部
の
業
務
（
資
料

の
受
入
、
整
理
、
保
存
、
利
用
サ
ー
ビ

ス
及
び
参
考
業
務
、
公
開
講
演
会
の
開

催
、
展
示
等
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。人
事
異
動
で
は
、
四
月
一
日
付
で
情

報
サ
ー
ビ
ス
室
長
に
野
澤
稔
（
富
山
医

科
薬
科
大
学
教
務
部
図
書
課
長
か
ら
）
、

参
考
室
長
に
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

（
助
教
授
、
九
州
大
学
文
学
部
講
師
か
ら
）

が
着
任
し
た
。

九
月
末
に
ウ
ィ
ー
ン
（
オ
ー
ス
ト
リ

ア
国
立
図
書
館
）
で
開
か
れ
た
第
六
回

日
本
資
料
専
門
家
欧
州
協
会
会
議
に
私

大
西
廠
と
野
澤
サ
ー
ビ
ス
室
長
が
参
加

し
、
大
西
が
当
館
の
古
典
籍
総
合
目
録

作
成
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ
た
。

当
館
か
ら
こ
の
会
議
へ
の
参
加
は
初

め
て
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
的
に
参
加

し
、
海
外
の
日
本
資
料
所
蔵
機
関
、
研

究
者
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
一
）
情
報
サ
ー
ビ
ス
室

仙
資
料
の
受
入

資
料
受
入
数
は
、
マ
イ
ク
ロ
資
料

（
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
一
、
七
四
一
リ
ー
ル
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
シ
ュ
九
、
三
九
一
枚
、

整
理
閲
覧
部
事
業
報
告

紙
焼
写
真
本
一
、
四
九
二
冊
）
、
図
書

（
三
、
九
九
六
冊
）
、
逐
次
刊
行
物
（
四
、

三
二
巻
号
冊
）
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
七
年
度
末
で
の
全

蔵
書
数
は
、
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

②
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
整
理

『
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ

資
料
目
録
一
九
九
五
年
」
を
刊
行
し
た
。

．
収
録
書
目
数
は
、
五
、
二
一
二
点

（
二
八
文
庫
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

累
椴
書
目
数
は
一
四
九
、
一
二
九
点
に

達
し
た
。

③
図
書
資
料
の
整
理

二
、
七
九
二
冊
の
図
書
（
和
古
書
を

含
む
）
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
学
術

情
報
セ
ン
タ
ー
目
録
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
の
活
字
本
・
影
印
本
の
遡
及
入
力

作
業
を
継
続
し
、
一
○
、
四
三
八
冊
を

入
力
し
た
。
ま
た
、
「
国
文
学
研
究
資
料

館
蔵
和
古
書
目
録
増
加
６
（
一
九
九
五
）
』

を
刊
行
し
た
。

側
逐
次
刊
行
物
の
整
理
等

新
規
受
入
れ
の
一
五
二
誌
の
書
誌
デ

ー
タ
等
を
作
成
し
、
合
計
三
、
八
二
四

誌
収
録
の
「
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
逐

次
刊
行
物
一
九
九
六
年
」
を
縞
集
、
刊

R
ー

大
西
廣

行
し
た
。
ま
た
、
二
七
一
冊
の
製
本
を

実
施
し
た
。

⑤
古
典
作
品
典
拠
フ
ァ
イ
ル
作
成
事
業

読
み
の
付
与
、
著
者
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

作
業
等
を
継
続
し
、
約
三
三
、
○
○
○

件
の
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
累
計
で
約

三
八
三
、
○
○
○
件
と
な
っ
た
。

⑥
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業

デ
ー
タ
作
成
で
は
、
デ
ー
タ
ソ
ー
ス

（
所
蔵
目
録
）
か
ら
デ
ー
タ
シ
ー
ト
ヘ
の

転
記
作
業
を
約
二
、
一
○
○
件
行
い
、

こ
れ
ま
で
累
積
し
た
転
記
済
み
デ
ー
タ

の
中
か
ら
約
一
八
、
○
○
○
件
を
点
検

し
、
パ
ン
チ
し
た
。
同
時
に
典
拠
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
作
業
を
行
い
、
約
九
、
○
○

○
件
の
書
誌
デ
ー
タ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
完
了
し
た
。
ま
た
、
作
成
の
対
象
と

な
る
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
の
調
査
を
進
め
た
。

切
閲
覧
業
務

年
間
開
室
日
数
は
、
二
二
五
日
、
来

館
利
用
者
数
は
、
九
、
五
三
四
人
（
一

日
平
均
四
二
人
）
新
規
登
録
者
は
、
二
、

一
○
九
人
（
一
日
平
均
九
人
）
で
、
登

録
者
の
累
計
は
、
三
四
、
九
三
二
人
に

達
し
た
。
閉
架
資
料
の
閲
覧
点
数
は
、

二
四
、
八
六
八
点
（
一
日
平
均
二
一

点
）
で
あ
っ
た
。
文
献
複
写
は
、
二
九
、

六
五
○
件
（
一
日
平
均
一
三
二
件
）
で
、
⑩

電
子
複
写
（
含
む
リ
ー
ダ
ー
プ
リ
ン
タ

ー
）
二
四
九
、
八
五
○
枚
、
紙
焼
写
真

/一、

一
九
、
一
二
五
枚
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
一

二
、
八
五
五
コ
マ
を
作
製
し
た
。

ま
た
、
相
互
利
用
（
郵
送
に
よ
る
文
献

複
写
・
貸
出
）
の
複
写
受
付
は
、
一
、
九

六
○
件
で
、
大
学
図
書
館
等
へ
の
資
料
の

貸
出
は
へ
こ
八
件
二
二
冊
で
あ
っ
た
。

⑥
資
料
の
保
存

当
館
所
蔵
原
本
（
写
本
・
版
本
）
の

マ
イ
ク
ロ
化
事
業
は
、
約
一
三
、
○
○

○
コ
マ
、
二
九
八
点
の
撮
影
を
実
施
し

た
。
保
存
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
外
部
保

管
委
託
は
、
平
成
五
年
度
収
集
分
一
、

二
六
七
リ
ー
ル
を
追
加
委
託
し
、
総
計

二
四
、
七
七
○
リ
ー
ル
と
な
っ
た
。

ま
た
、
七
四
個
の
峡
作
成
を
行
う
と

と
も
に
和
古
書
八
点
の
補
修
を
行
っ
た
。

な
お
、
例
年
ど
お
り
、
四
月
末
か
ら

五
月
初
め
に
か
け
て
資
料
の
く
ん
蒸
、

三
月
末
に
は
蔵
書
占
積
を
実
施
し
た
。

（
二
）
参
考
室

春
期
の
特
別
展
・
公
開
講
演
会
は
、

杉
浦
俊
介
氏
か
ら
御
寄
贈
い
た
だ
い
た

「
杉
浦
梅
浬
文
庫
」
を
も
と
に
、
そ
の
紹

介
と
顕
彰
の
意
義
を
込
め
て
「
杉
浦
梅

揮
と
幕
末
・
明
治
の
漢
詩
人
た
ち
」
の

テ
ー
マ
に
よ
り
開
催
し
た
。

ま
た
、
七
月
に
は
、
同
じ
品
川
区
内

に
あ
る
当
館
と
品
川
歴
史
館
（
児
玉
幸

多
館
長
）
の
学
問
的
交
流
と
し
て
、
両

館
共
催
に
よ
る
展
示
・
講
演
会
が
初
め
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て
実
現
し
た
。
展
示
は
「
商
売
繁
盛
」
、

公
開
識
演
会
は
「
文
学
と
歴
史
か
ら
み

た
近
世
の
町
人
群
像
」
の
テ
ー
マ
で
開

催
し
た
。
今
後
も
様
々
な
形
で
、
地
域

と
の
交
流
・
協
力
を
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
例
年
実
施
し

て
い
る
夏
期
公
開
講
演
会
は
こ
れ
に
代

え
る
こ
と
と
し
た
。

伽
参
考
業
務

日
常
業
務
と
し
て
、
参
考
質
問
の
受

付
・
回
答
に
従
事
し
、
参
考
図
書
の
充

実
と
二
階
閲
覧
室
の
参
考
開
架
図
書
の

維
持
・
管
理
に
あ
た
っ
た
。

②
公
開
講
演
会

国
文
学
の
普
及
業
務
と
し
て
、
次
の

と
お
り
公
開
講
演
会
を
開
催
し
た
。

・
第
但
回
（
５
月
四
日
、
当
館
）

「
杉
浦
梅
潭
と
威
臨
丸
」
田
口
英
爾

（
伝
記
作
家
）
、
「
廻
浦
と
開
拓
ｌ
維

新
前
後
北
海
道
の
史
料
事
情
‐
止
鈴

江
英
一
（
史
料
館
教
授
）
、
「
杉
浦
梅

潭
を
め
ぐ
る
文
人
た
ち
」
宮
崎
修
多

需
癖
竿
華
助
教
授
）

・
品
川
区
と
の
共
催
に
よ
る
公
開
講

演
会
「
文
学
と
歴
史
か
ら
み
た
近
世

の
町
人
群
像
」
（
７
月
８
、
喝
、
辺
、

汐
、
品
川
歴
史
館
）

「
本
屋
商
一
匹
今
田
洋
三
（
近
畿
大
学

教
授
）
、
「
書
画
会
と
江
戸
文
学
」
ロ

バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
（
参
考
室

長
）
、
「
歴
史
か
ら
み
る
江
戸
の
商
人

像
罠
林
玲
子
（
江
戸
墓
泉
博
物
館
研

究
員
）
、
「
江
戸
小
咄
と
商
人
」
岡

雅
彦
（
文
献
資
料
部
長
）

・
第
娼
回
（
旧
月
迦
日
、
高
知
会
館
）

。
高
知
見
聞
録
』
抄
」
佐
竹
昭
贋

（
当
館
館
長
）
、
「
宮
崎
夢
柳
と
「
鬼

峨
峨
筐
谷
川
恵
一
（
高
知
大
学
助

教
授
）
、
「
紀
貫
之
と
『
土
佐
日
記
上

渡
邊
輝
道
（
高
知
大
学
教
授
）

③
展
示
特
別
展
示
、
常
設
展
示
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
っ
た
。

○
特
別
展
示

・
春
期
特
別
展
「
杉
浦
梅
浬
と
幕

末
“
明
治
の
漢
詩
人
た
ち
」
（
５
月

喧
日
～
茄
日
）

○
常
設
展
示

・
第
α
回
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
（
６

月
ｎ
日
～
９
月
８
日
）

・
第
砲
回
「
追
善
の
本
」
（
９
月
お
日

～
ｎ
月
迦
旦

・
第
田
回
「
名
所
と
文
学
」
（
１
月
胴

日
～
４
月
お
日
）

○
品
川
区
と
の
共
催
に
よ
る
特
別
展
示

「
商
売
繁
盛
」
（
７
月
１
日
～
犯
日
、

品
川
歴
史
館
）

（
整
理
閲
覧
部
長
）

一

別表
所蔵資料統計

(平成8年3月末現在）

資料種別

マイクロフイルム

マイクロ資料マイクロフィッシュ

紙焼写真本

図書（古書及び新刊害）

逐次刊行物

寄託資料

占
gQE､ 数 冊（リール）数

28,452リール

52,987枚

60,566冊

94,736冊

124,455冊

4,313冊

130,692点
-

15,229点マイクロ資料

35,133点

3,824誌

964点

へ

駕謡
…
~5や■

p

●
ー

■
旬 ‘學_崖一

WI

1"=虫日
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当
館
が
文
部
省
に
対
し
て
平
成
七
年

に
要
求
し
た
概
算
要
求
の
う
ち
、
二
つ
の

項
目
に
対
し
て
事
業
費
が
付
い
た
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
が
原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
事
業
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
世
の
中
一
般
に
お

け
る
情
報
機
器
の
普
及
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
、
人
文
科
学
の
研
究
の
分
野

に
お
い
て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
は

急
速
に
進
ん
で
い
る
。
そ
う
い
う
客
観
的

情
勢
に
あ
っ
て
、
当
館
の
よ
う
な
Ｃ
Ｏ
Ｅ

（
の
、
寓
目
”
○
詞
、
×
ｎ
Ｐ
Ｆ
ｍ
ｚ
ｎ
”
中
核

的
研
究
機
関
）
と
し
て
の
使
命
を
負
う
研

究
機
関
で
は
、
旧
来
か
ら
の
研
究
手
法
に

対
す
る
新
し
い
角
度
か
ら
の
テ
コ
入
れ

や
、
情
報
処
理
の
手
法
に
よ
る
新
し
い
研

究
へ
の
支
援
な
ど
、
果
た
す
べ
き
役
割
が

爆
発
的
に
拡
大
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
社

会
情
勢
に
鑑
み
、
国
文
学
研
究
の
発
展
の

た
め
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
人
文
科
学

研
究
の
基
盤
整
備
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

古
典
作
品
本
文
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
提
供

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
今
や
急
務
と
言
う

べ
き
で
あ
る
。

こ
の
原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
始
動

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
室
長
中
村
康
夫

事
業
は
、
原
本
を
底
本
に
し
て
フ
ル
テ
キ

ス
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
製
し
、
確
実

な
ペ
ー
ス
で
提
供
し
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
能
力

を
持
た
な
い
国
文
学
者
の
手
元
で
も
、
初

歩
的
な
レ
ベ
ル
で
は
直
ち
に
稼
働
す
る

よ
う
に
磯
卿
単
な
利
用
シ
ス
テ
ム
を
同
時

に
提
供
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
こ
う

と
い
霊
？
も
の
で
あ
る
。

一
本
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
製
プ
ラ
ン

は
全
砥
本
と
す
る
原
本
の
策
定
に
始
ま
り
、

所
蔵
者
と
の
交
渉
、
テ
キ
ス
ト
レ
ベ
ル
で

の
初
期
入
力
、
デ
ー
タ
監
修
、
さ
ら
に
イ

メ
ー
ジ
デ
ー
タ
の
作
製
、
公
開
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
へ
璽
鑿
艇
、
Ｄ
Ｔ
Ｄ
の
作
成
や
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ニ
ュ
ー
拡
充
ま

で
を
一
サ
イ
ク
ル
と
し
、
一
サ
イ
ク
ル
に

三
年
を
要
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
三
年
毎
に
一
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
公
開
さ
れ

る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
毎
年
、
三
年

目
に
は
い
る
プ
ラ
ン
・
二
年
目
に
は
い

る
プ
ラ
ン
・
初
年
度
が
始
ま
る
プ
ラ
ン

の
三
つ
の
プ
ラ
ン
が
並
行
し
て
進
行
す

る
形
と
し
、
公
開
さ
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

内
も一

は
毎
年
一
つ
の
プ
ラ
ン
相
当
の
も
の
が

そ
の
順
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
を
進
め
る
に
つ
き
、
具
体

的
な
諸
問
題
は
多
様
に
予
想
さ
れ
る
。
そ

れ
ら
を
偏
ら
ず
豊
か
な
視
野
で
検
討
し

解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
当
然
、
相
当

数
の
館
外
の
研
究
者
に
も
加
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
委
員
会
に
お
い
て
総
合
的
に

整
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

委
員
会
を
原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
一
含
員
会
と
し
、
第
１
回
の
委
員
会
は
５

月
別
日
に
開
催
さ
れ
た
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
本
来
、
個
人
レ
ベ
ル

で
は
構
築
困
難
な
ほ
ど
大
規
模
に
情
報

を
集
積
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、

従
来
は
ほ
と
ん
ど
の
個
々
人
は
利
用
者

に
回
る
こ
と
に
徹
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
比
較
的
小

さ
い
作
品
な
ど
、
個
人
で
十
分
作
成
可
能

な
規
模
の
も
の
は
個
々
人
で
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
作
製
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
、
館
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
を
策
定
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
公
表

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

個
々
の
研
究
者
が
自
分
に
必
要
な
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
自
分
で
作
っ
て
い
く
の

で
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
自
分
の
専
門
の

作
品
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
ず
に
不

角

満
を
持
っ
て
し
ま
う
研
究
者
が
大
最
に

発
生
す
る
で
あ
ろ
う
。
資
料
館
は
偏
っ
た

仕
事
を
し
て
い
る
と
の
批
判
が
起
こ
る

だ
ろ
う
。
で
き
る
だ
け
公
平
・
平
等
の
サ

ー
ビ
ス
体
制
を
固
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
館
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
局
面
は
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

個
々
人
の
手
元
で
は
、
大
き
い
作
品
で

も
、
一
本
が
公
開
さ
れ
改
造
が
自
由
と
な

れ
ば
、
コ
ピ
ー
の
上
書
き
と
い
っ
た
方
法

な
ど
で
、
同
じ
作
品
の
他
の
一
本
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
が
作
製
し
や
す
く
な
る
。
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
会
な

ど
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り

組
ま
れ
る
こ
と
も
現
れ
る
に
違
い
な
い
。

当
館
か
ら
提
供
き
れ
る
で
あ
ろ
う
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
で
も
い
う
べ
き
基
本
仕
様
を
実
現

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
多
様
に
利

用
き
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
利
用

の
構
想
は
、
将
来
的
な
可
能
性
を
含
め
て

図
示
す
る
と
別
掲
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

個
々
の
研
究
者
は
、
資
料
館
か
ら
提
供

さ
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
、
自
分
（
達
）
で

作
製
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
を
統
合
的

に
利
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
一
人
一

人
の
普
斎
で
組
み
あ
が
っ
て
い
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
は
個
別
の
目
的
に
応
じ
て
柵

築
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
同
じ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
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う
状
態
に
な
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
個
々

の
研
究
者
の
手
元
で
は
、
メ
モ
領
域
へ
の

研
究
情
報
の
書
き
込
み
な
ど
が
個
別
に

行
わ
れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
か
ら
、
誰
か
が
使
っ
て
い
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
丸
ご
と
複
写
す
る
の
で
な

い
限
り
、
同
じ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
二
つ
と

存
在
し
な
く
な
る
。
こ
の
個
別
の
中
か
ら

普
遍
を
拾
っ
て
相
互
利
用
に
役
立
て
て

い
こ
う
と
い
う
考
え
方
も
、
そ
の
う
ち
に

出
て
こ
よ
う
。
ま
た
、
そ
の
個
々
人
が
成

長
さ
せ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
、
何
ら
か
の

評
価
を
経
て
、
他
の
第
三
者
へ
の
利
用
に

供
し
て
い
く
こ
と
は
、
多
分
そ
う
遠
か
ら

ず
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
ル
ー
ト
を
作
る
こ
と
は
、
別
途
の
予

算
独
得
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
柵
想

と
し
て
は
、
予
算
的
に
も
壮
大
な
電
子
資

料
館
構
想
と
セ
ッ
ト
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

ス
マ
ー
ト
に
は
実
現
し
な
い
か
も
し
れ

な
い
。原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構

想
は
だ
い
た
い
以
上
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
が
、
既
に
お
分
か
り
い
た
だ
い
て
い

る
よ
う
に
、
こ
の
構
想
の
主
人
公
は
国
文

学
者
全
体
で
あ
る
。
資
料
館
は
そ
の
も
っ

と
も
基
盤
と
な
る
部
分
を
細
々
と
お
手

伝
い
し
て
い
く
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
、
資

料
館
の
仕
事
が
確
実
に
お
手
伝
い
と
な

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
大
方
の
国
文
学
者

に
ど
し
ど
し
資
料
館
に
対
し
て
ア
ク
セ

ス
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
イ
ン
タ

！
不
ツ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ほ
ぼ
見

て
い
た
だ
け
る
も
の
が
用
意
で
き
た
こ

と
で
も
あ
り
、
館
か
ら
提
供
で
き
る
も
の

を
確
実
に
受
け
と
め
て
い
た
だ
け
る
入

れ
物
（
パ
ソ
コ
ン
や
相
互
理
解
な
ど
硬
軟

両
面
が
考
え
ら
れ
る
）
を
是
非
ご
用
意
い

た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
ま
め
に
資
料

館
か
ら
の
情
報
発
信
を
受
信
し
て
い
た

ミニマムスタンダード
一

lDdT■写ILq且】F1

ｲ”蝿”’
Q●●｡●つゆ●~

●

、シ

暫憲製データペース

ハ

ヘツ

手作り本文データ’ ’ I

フォーマヮトの共斬 御化

~‐‐‐‐‐‐‐。．.~:~.~~~.~~‐．．‐・‐．．．．.~~~~~÷÷､‐~~~~~~~~~~.．~や~~~．...~一.丁･‘･ー~~~~
、 ソ、

十漁蛎
プレ・ミニマムスタンダード……コンバート…・

（マザー・データ）

令

'1
プレ・ミニマムスタンダード

（マザー・データ）

ミニマムスクン鉾一ド

（公開パージ配ン）

だ
き
た
い
。

原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
最
初
の
メ
ニ
ュ
ー
は
二
十

一
代
集
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
二
番
手

は
秋
の
委
員
会
で
決
定
さ
れ
る
。
予
算
が

潤
沢
で
は
な
い
た
め
に
、
と
か
く
公
開
が

遅
れ
が
ち
に
な
る
の
が
国
の
機
関
の
欠

点
で
あ
る
が
、
新
し
い
胎
動
は
確
実
に
資

料
館
の
中
で
始
ま
っ
て
い
る
と
お
感
じ

い
た
だ
き
、
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

一

フォーマット捉梁 別刷アクセス

－－－＝＝＝一q■ニーーーロ一■＝一画■一一一－■■一●■＝■口干I昼．－L一二一一1－一一口一■■』■』■＝Bｰ今ヨーーヰ画二一■

・ 0。：,BGP

;=F扇詞:F毒牙
ロ：0●
0■0

：摩il"*デ等ｽﾄデーﾀペーｽ蕊風翁’
9
●
●

F雨雨詞

データペースエ鯛

原本テキストヂークペース

電子因瞥賦

テキスト・アーカイブ

－
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評
議
員
野
山
嘉
正
里
凧
悪
天
鴬
人
文
甚
累
研
窮
蹴
陰

任
期
平
成
８
年
７
月
１
日
～
平
成
加
年
６
月
犯
日
日
野
龍
夫
嘉
嬰
学
雲
鄭
穫

秋
山
虚
駒
醒
芋
姦
Ｘ
葺
認
猫
寝
．
鬼
畢
蕊
璽
易
授
藤
井
譲
治
嘉
嬰
叢
塗
師
鈴
濃

朝
尾
直
弘
騒
騒
蔓
夫
篭
皇
邸
奴
撮
息
災
警
馨
盤
錘
吉
原
健
一
郎
成
堅
傘
墓
事
鼎
寝

阿
部
謹
也
一
桧
悲
喜

網
野
善
彦
漣
耐
太
量
藩
裳
認
穫

外
部
評
価
委
員
会
委
員

石
井
進
團
エ
屡
置
唇
隠
隠
宴
、
塁
罷
響
怠
凝
授
任
期
平
成
７
年
如
月
１
日
～
平
成
８
年
９
月
犯
日

稲
賀
敬
二
奮
忠
子
査
王
驚
嚴
撹
座
単
學
堂
蔦
農
大
岡
信
東
裏
蔚
蚕
麦
画
胤
穫

猪
瀬
博
叢
駕
粗
セ
ン
タ
ー
暫
鱒
暮
笑
茅
暮
鈴
農
大
隅
和
雄
塵
羅
子
査
王
琿
警
認
農

河
合
隼
雄
園
農
具
王
牒
蕊
セ
ン
タ
‐
訂
涯
菩
撒
窓
畜
富
寝
小
島
憲
之
一
段
專
芙
誉
翻
蔦
農

久
保
田
淳
白
夏
易
韮
學
蚤
廊
我
侭
塞
災
芳
暮
傷
瀝
後
藤
祥
子
日
轟
羊
さ
受
警
騨
農

興
膳
宏
勇
聡
學
姦
蔭
藍
爾
窓
勵
寝
諏
訪
春
雄
爵
晨
蚕
王
嘗
騨
漫

佐
々
木
高
明
園
エ
屋
墜
博
璽
攪
ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
ピ
ジ
ョ
ー
パ
リ
第
７
蚕
蔚
獲

佐
野
文
一
郎
喜
箇
豆
博
駕
宴
￥
ン
・
藁
多
・
す
質
フ
ラ
ン
ス
国
ェ
悪
唾
夏
妥
ル
樹
竃
鷺
穫

竹
内
美
智
子
基
蕃
晃
爵
繋
霧
農

田
中
彰
鮎
驚
弼
鷺
璽
鰯
農
北
卿
驚
万
脅
隠
共
同
研
究
委
員
会
委
員

堤
精
二
驚
奈
農
・
卿
鳥
驚
翼
慕
の
水
奈
拳
暮
攪
任
期
平
成
７
年
４
月
１
日
～
平
成
９
年
３
月
訓
日

濱
田
啓
介
驚
単
査
王
叢
認
漫
、
息
嬰
筈
暮
笈
江
稲
賀
敬
二
安
田
豊
夫
裳
裳
郡
踏
返

尾
藤
正
英
Ⅲ
璽
閲
筌
火
篭
傘
鍾
巌
礎
悪
災
労
鼎
齢
隠
中
野
三
敏
烈
里
學
寸
婆
鄭
農

平
岡
敏
夫
群
陽
蹄
募
芋
姦
喜
、
筑
亜
全
名
蔦
覆
野
村
糖
一
器
尋
子
悪
玉
驚
鄭
寝

水
谷
修
團
エ
員
駕
篭
防
畏
松
浦
友
久
景
開
姦
王
筈
鄭
漫

吉
川
弘
之
墓
平
蚕
莨
松
尾
葦
江
椙
里
塁
南
姦
Ｘ
閲
潔
叢
認
隠

三
木
紀
人
些
蕊
の
従
路
正
傘
姦
農
も
禽
罐
耐
鮮
蹴
驚

運
営
協
磯
員

件
鯆
平
成
８
年
８
月
１
日
～
平
成
ｎ
月
７
月
別
日

国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
員
会
委
員

（
館
外
）
任
期
平
成
７
年
４
月
１
日
～
平
成
９
年
３
月
訓
日

有
吉
保
日
杢
全
さ
農
雨
鈴
寝
黒
田
日
出
男
里
笑
話
意
触
さ
ん
麗
潔
論
鳶
離
鼎
獲

岩
佐
美
代
子
秘
畢
學
蚤
鳶
齢
寝
杉
谷
寿
郎
日
杢
全
等
童
警
鄭
寝

大
口
勇
次
郎
撞
薇
杢
羊
大
手
嚴
璽
蔀
紳
漫
田
口
和
夫
寺
薮
蚕
奪
警
認
農

久
保
木
哲
夫
擬
専
科
窓
漫
中
野
幸
一
晶
關
器
鴬
管
驚
離
農

析
尾
武
成
盛
皐
墓
墓
《
認
農
水
田
紀
久

延
廣
眞
治
里
晶
傘
喪
蓄
篭
合
亮
餅
窮
鴬
寝
任
期
平
成
８
年
４
月
１
日
～
平
成
⑩
年
３
月
別
日

|｜’

’P，
ご一

偽 原名佐岡綾原
本
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
委
員

任
期
平
成
８
年
５
月
脆
日
～
平
成
ｎ
年
３
月
訓
日

青
木
周
平
南
塁
院
査
玉
繁
劇
寝

今
西
裕
一
郎
九
幽
全
今
塗
師
認
農

安松前野高鈴後木菊遠揖安衞文
田村田山橋木藤越地藤斐藤献

“罎尚友雅嘉博日祥
出

道視之正史男子治仁宏高平年善

：

‘
日

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
委
員

任
期
平
成
８
年
４
月
１
日
～
平
成
加
年
３
月
訓
日

今
西
裕
一
郎
淵
芙
叢
裳
部
卿
溌

谷
川
惠
一
自
利
窓
苛
鷲
蓋
餅
笹
瀝

平
岡
敏
夫
群
馬
笠
掌
丁
姦
蔦

松
平
進
田
巾
菟
さ
尋
婆
齪
寝

村
宏
本
勝

藤
恒
雄

和
修

田
貞
義

｜
－12－



国文学研究資料館報 平成8年9月第47号

中沢佐後岩任
期
平
成
８
年

石
塚
英
弘

稲
岡
耕
二

井
上
如

杉
田
繁
治

照
井
武
彦

長
崎
建

永
村
翼

中
山
雅
哉

星
野
聡

村
上
正
志

村
上
學

国
文
学
文
献
資
料
飼
査
員

拝
璋
期
平
成
８
年
４
月
１
日
～
平
成
９
年
３
月
訓
日

〔
北
海
道
・
東
北
地
区
〕

益
田

古
典
範
総
合
目
録
委
員
会
委
員

任
期
平
成
７
年
４
月
１
日
～
平
成
９
年
３
月
訓
日

加
美
宏
園
雰
驚
尋
學
鬮
濃

小
室
明
團
処
輿
薗
鷲
闇
盲
聖
翼
蔦
鴬

近
藤
禰
提
男
嬰
笑
叢
閏
国
鳥
型
闇
蔓

柴
田
光
彦
瞥
塁
閲
皇
夫
篭
塗
師
齢
礎

堤
糖
二
嚥
至
学
盤
瀝

情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会
委
員

仔
爾
平
成
８
年
４
月
１
日
～
平
成
加
年
３
月
別
日

山井藤藤下

右耐恒祥武

尚三雄子彦宗二彦

東
盲
聿
金
子
南
哩
叶
算
機
セ
ン
タ
ー
助
戟
授:i#；

堂
右
職
皿
秤
セ
ン
タ
ー
戟
授

へ

石
川
秀
巳

加
・
藤
幸
一

佐
藤
晃

杉
浦
消
志

竹
下
香
織

永
田
信
也

原
田
貞
義

播
摩
光
寿

松
本
真
奈
美

宮
澤
照
恵

山
本
陽
史

〔
関
東
地
区
〕

浅
田
徹

井
上
泰
至

兼
築
信
行

紙
宏
行

杉
下
元
明

鈴
木
健
一

高
橋
啓
之

田
中
大
士

藤
田
洋
治

山
下
琢
巳

山
本
和
加
子

湯
浅
佳
子

〔
中
部
地
区
〕

石
坂
妙
子

大
島
信
生

神
作
研
一

木
越
治

黒
田
彰

小
林
一
彦

鈴
木
孝
庸

〃
鋳
卒
大
遜
冬
鯵
施
描
岨
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
浬
何
セ
ン
タ
ー
雛
雑
刷
擢
姪
卿

＃
鯉
窯
詳
…

角久石飯蔵會甲三藤藤藤福野中田塩日大安霊綿吉柳安深服西西戸保

田川倉田田国村原平田田口西測崎下谷達爵抜川漂田津部山村谷●

啓洋耕圖晃英眞安健皇俊幸俊敬厘豊洋良徳瞳秀精
一一一一実地功城泉一典隆治子彦男太子昭介一子夫仁人聡三

:

ii #|｛；’1 ：鴬

高
木
元
震
置
等
芙
塞
皇
部
劉
漫

高
橋
明
彦
金
醒
濡
王
更
琴
襄
術
王
亭
錘
購
師

田
中
康
二
扇
エ
フ
ェ
’
一
ツ
ク
ス
凝
塊
篭
箭

玉
城
司
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々蔑謀窯艫艫舗協曼
修正孝幹孝一義靖 "篭
"…｡…

成

☆

§
：

；騨
師

7日

＃

島
田
大
助

妹
尾
好
信

田
中
則
雄

田
村
憲
治

長
谷
川
泰
志

原
水
民
樹

藤
漂
毅

松
原
秀
明

〔
九
州
地
区
〕

井
上
敏
幸

今
井
明

大
胡
太
郎

辛
島
正
雄

黒
木
香

園
田
豊

高
橋
昌
彦

山
田
洋
嗣

§

；
‘

口

角
～一一

渡田倉安 高
橋
昌
彦
輔
養
霞
耐
犬
学
勲
漫

宮
崎
修
多
成
城
悪
玉
萱
爾
勘
漫

安
永
美
恵
蕊
妥
篭
凶
協
靭
雰
靭
獲

課
題
名
〔
正
教
蔵
文
庫
の
鯛
査
研
究
〕

阿
部
泰
郎
堂
息
天
学
亭
都
留
濃

樹
下
文
隆
座
騨
字
を
颪
嘩
＃
撒
卿
礎

黒
木
彰
霞
溜
笠
喪
手
學
卿
溌

小
林
健
二
大
登
羊
大
手
傘
創
濃

田
中
貴
子
艇
惟
豊
夫
叢
全
部
卿
獲

廣
田
哲
通
寺
厳
蔓
夫
学
蟇
塁
《
鷲
寝

課
題
名
弓
源
氏
大
鏡
』
Ｉ
類
本
本
文
の
比
較
と
研
究
〕

白
石
良
夫

共
同
研
究
員

任
期
平
成
８
年
４
月
１
日
～
平
成
９
年
３
月
別
日

課
題
名
〔
稲
荷
大
社
蔵
「
諸
社
功
能
」
の
注
釈
的
研
究
〕

阿
部
泰
郎
晶
胤
芙
裳
璽
部
留
獲

小
峯
和
明
寸
汲
張
手
塁
騨
漫

吉
原
浩
入
国
稲
田
姦
蕊
二
塗
師
靭
穫

課
題
名
〔
歌
舞
伎
番
付
の
研
究
〕

赤
間
亮
妾
臘
芙
叢
塗
師
留
農

池
山
晃
本
等
ｆ
姦
玉
驚
魑
筋

神
楽
岡
幼
子
昂
加
里
全
演
劇
博
惣
關
革

土
田
衛

水
田
か
や
乃
園
田
諾
要
ヱ
夫
驚
懲
璽
薪
助
穫
瀝

課
題
名
〔
近
世
後
期
西
国
藩
儒
の
学
問
と
生
涯
ｌ

『
牧
園
茅
山
日
記
」
の
研
究
ｌ
〕

井
上
敏
幸
隔
剛
豊
夫
篭
全
邸
酎
濃

山
口
明
穂
盟
茶
學
文
鴬
騨
農

辺坂田達

久憲敬

寿二実子

J
l
N

/一、 日
時
平
成
８
年
Ⅱ
月
７
日
（
木
）
・
８
日
（
金
）

会
場
国
文
学
研
究
資
料
館
一
階
大
会
議
室

申
込
当
日
受
付
可
。

参
加
費
一
○
○
○
円
．
公
開
簿
演
の
み
聴
識
の
方
は
無
料
○

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
参
加
の
方
は
三
○
○
○
円
を
追
加
。

十
一
月
七
日
（
木
）

研
究
発
表
（
一
時
Ｉ
）

○
「
と
は
ず
か
た
り
」
の
夢
Ｉ
執
着
心
を
超
克
す
る
女
と
し
て
の
二

条
Ｉ
金
粉
淑

○
和
泉
式
部
恋
愛
詩
歌
の
特
騒
－
韓
国
の
女
流
詩
人

黄
爽
伊
と
の
比
較
を
通
し
て
Ｉ
南
二
淑

○
「
日
本
替
記
」
と
古
代
日
本
文
学
リ
ュ
ド
ミ
ラ
・
エ
ル
マ
コ
ワ

○
「
新
古
今
和
歌
集
」
に
お
け
る
本
歌
取
り
の
過
い
方
レ
イ
ン
・
ラ
ウ
ド

○
鬼
娘
の
系
譜
Ｉ
黄
表
紙
を
中
心
に
Ｉ
ア
ダ
ム
・
カ
バ
ッ
ト

○
《
招
待
発
表
》
谷
崎
潤
一
郎
『
少
将
滋
幹
の
母
」

に
あ
ら
わ
れ
る
平
安
時
代
の
イ
メ
ー
ジ
ジ
ャ
ッ
ク
リ
ー
ヌ
・
ピ
ジ
ョ
ー

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
五
時
半
～
）

十
一
月
八
日
（
金
）

研
究
発
表
（
十
時
半
～
｝

○
「
琴
の
幸
昌
の
構
想
と
世
界
林
嵐

○
森
鴎
外
「
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ァ
リ
ス
」
の
哲
学

マ
リ
ア
・
デ
プ
ラ
ダ
Ⅱ
ヴ
ィ
セ
ン
テ

○
横
光
利
一
と
結
核
張
建
明

公
開
講
演
（
一
時
半
１
）

○
平
安
時
代
賞
族
社
会
に
お
け
る
作
文

フ
ラ
ン
シ
ー
ヌ
・
エ
ラ
イ
ユ

○
王
朝
の
〈
夕
藤
れ
〉
ｌ
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」
を
視
点
と
し
て

平
岡
敏
夫

第
刎
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
ウ

ェ
ブ
（
ウ
ェ
プ
）
の
言
葉
が
国
文
学
者
を
賑
わ

し
て
久
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
当
館
も
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
開
設
（
仮
運
用
）

ま
で
こ
ぎ
着
け
た
。
言
葉
を
尽
し
て
説
明
す

る
よ
り
も
近
く
の
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ

言
興
沼
暑
⑱
●
一
三
⑱
ョ
色
⑮
壱
一
。
『
⑱
●
ョ
◎
畠
。
な
ど
）

で
当
館
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
番
地

言
言
茎
看
署
毛
．
昌
一
●
胃
舎
亘
を
覗
い
て
頂
い
た
方

が
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
紙
面
上
で
も
紹
介

を
試
み
る
．

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
第
一
の
目
的
は
、
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
の
一
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
で
あ
る
。
現
在
、
展
示
・
研
究
会
な
ど
行
事

の
案
内
、
閲
覧
・
Ｄ
Ｂ
の
利
用
方
法
、
出
版
物

の
紹
介
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。
研
究
室
や

自
宅
に
い
な
が
ら
自
由
な
時
間
に
（
不
都
合

が
な
い
限
り
二
四
時
間
）
タ
イ
ム
リ
ー
な
悩

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
展
示
物
の
中
の

い
く
つ
か
の
写
真
や
研
究
集
会
の
会
場
の
様

子
を
即
日
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
用
案
内

や
申
請
書
な
ど
の
瞥
類
や
講
演
集
も
フ
ァ
イ

ル
転
送
で
入
手
可
能
で
あ
る
。
近
い
将
来
、
バ

ー
チ
ャ
ル
展
示
を
経
験
し
た
り
、
研
究
集
会

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
た
り
討
論
に
参
加
し

た
り
す
る
こ
と
も
夢
で
は
な
い
。
ま
た
他

の
関
連
す
る
機
関
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
や
（
当
館

を
は
じ
め
他
の
図
瞥
館
の
）
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
へ
接
続

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

で
き
る
一
覧
を
用
意
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
！
不

ツ
ト
な
ら
で
は
の
利
飼
宰
萱
回
士
や
ス
タ
ッ
フ
と

の
悩
謝
巽
篭
承
も
燦
供
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
目
的
は
感
琴
工
宮
科
館
を
日
指

し
た
舞
締
蜑
壷
雛
で
あ
る
。
研
究
資
料
の
璽
才
化

に
伴
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

茜
用
し
た
研
窄
幸
貧
料
の
操
洪
圃
利
用
環
境
の
研

究
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
は
、
イ
ン
タ

！
不
ツ
ト
を
介
し
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
を

（
両
方
向
に
）
発
信
す
る
の
に
す
こ
ぶ
る
便
利

な
道
具
で
あ
る
。
さ
ら
に
計
算
機
の
禰
類
を
問

わ
ず
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
（
入
手
容
易
か
つ
廉
価
）

が
あ
れ
ば
参
加
で
き
る
の
で
、
国
文
学
者
に
も

”
江
趣
な
環
境
と
言
え
る
。
現
在
、
種
々
な
メ
デ

ィ
ア
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
稔
準
詮
鰹
術
や
そ
の
提

批
奎
〃
法
を
試
行
し
て
い
る
。
今
後
の
テ
ー
マ
は
、

連
相
鍾
理
系
、
検
索
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
な
ど
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
煩
梗
を
越
え
た
桧
拳
季
芳
法
、
遠
隔
地

間
で
の
共
同
研
究
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
の
辞

轡
な
ど
の
無
闇
唖
僻
築
、
国
寡
字
者
に
優
し
い
イ

ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の
研
究
な
ど
。
さ
ら
に
は
、
全

国
調
査
、
憾
報
整
理
、
デ
ー
タ
ベ
ｉ
ス
化
の
プ

ロ
セ
ス
白
竃
身
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

効
奉
手
化
な
ど
に
閥
雨
稀
靹
唾
み
た
い
。

精
綴
嗣
室
箪
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

御
普
営
型
問
い
合
わ
せ
は

芝
ｇ
昌
尉
園
。
昌
屑
壱

ま
で
メ
イ
ル
で
。（

憤
報
メ
亭
イ
ァ
室
九
ｍ
膨
巳
）

（
悩
諏
処
理
室
北
粁
妖
弓
エ

P、

弘
法
大
師
の
開
創
と
伝
え
る
善
通
寺

（
香
川
県
善
通
寺
市
）
は
、
大
師
誕
生
の

聖
地
と
し
て
古
来
名
高
く
、
西
行
も
四

国
の
旅
の
途
次
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
い

る
。
平
安
時
代
に
は
東
寺
、
中
世
以
降

は
長
く
小
野
随
心
院
の
末
寺
で
あ
っ
た

が
、
昭
和
十
六
年
に
真
言
宗
善
通
寺
派

総
本
山
と
な
っ
た
。
国
文
学
研
究
資
料

館
で
は
、
善
通
寺
の
蓮
生
善
隆
前
管

長
・
高
吉
清
順
現
管
長
両
現
下
を
始
め

と
す
る
各
位
の
御
高
配
と
、
金
刀
比
羅

宮
図
書
館
の
松
原
秀
明
氏
の
御
協
力
を

賜
り
、
中
国
・
四
国
の
調
査
員
に
、
文

献
資
料
部
か
ら
小
峯
和
明
氏
が
加
わ
り
、

平
成
元
年
度
よ
り
調
査
を
開
始
し
た
。

本
年
ま
で
に
約
百
箱
の
カ
ー
ド
採
取
を

終
了
し
た
が
、
な
お
そ
れ
に
近
い
数
の

箱
が
残
っ
て
お
り
、
完
了
に
は
し
ば
ら

く
時
間
を
要
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

善
通
寺
に
は
完
備
し
た
目
録
が
な
い

た
め
、
蔵
書
の
全
容
に
つ
い
て
は
未
だ

十
分
な
把
握
に
至
っ
て
い
な
い
。
一
応

現
在
ま
で
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
概

要
を
述
べ
る
と
、
年
代
的
に
は
江
戸
時

代
の
写
本
・
版
本
が
大
半
で
、
若
干
の

室
町
時
代
写
本
を
混
え
、
ご
く
稀
に
鎌

倉
・
南
北
町
時
代
の
写
本
を
見
出
す
、

文
庫
紹
分
⑳
総
本
山
善
通
寺

角

と
い
う
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
権
別
当

で
あ
っ
た
誕
生
院
を
含
む
善
通
寺
本
来

の
蔵
書
に
、
象
頭
山
金
光
院
（
金
毘
羅

大
権
現
別
当
寺
）
な
ど
他
寺
所
蔵
本
を

漸
次
加
え
つ
つ
形
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
近
世
以
前
の
本
が
少
な
い
の
は
、

善
通
寺
が
永
禄
元
年
に
兵
火
で
焼
失
し

た
た
め
ら
し
く
、
時
折
混
る
古
写
本
も

後
代
に
移
入
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
眼
目
と
言
う
べ
き
は
三
宝
院
流
・

安
祥
寺
流
な
ど
真
言
宗
の
聖
教
類
で
、

書
写
は
比
較
的
新
し
い
も
の
の
内
容
は

充
実
し
て
お
り
、
国
文
学
の
研
究
に
有

用
な
資
料
も
少
な
く
な
い
（
既
に
小
峯

和
明
氏
に
よ
り
『
諸
流
物
語
」
の
紹
介

が
あ
る
）
。
そ
の
他
基
本
的
な
教
学
関
係

の
書
物
は
全
般
に
よ
く
揃
っ
て
お
り
、

近
世
和
歌
や
漢
詩
文
集
の
よ
う
な
国
文

学
書
も
少
数
な
が
ら
蔵
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
通
り
調
査
は
よ
う
や
く
半
ば

を
過
ぎ
た
段
階
で
、
今
後
の
進
展
に
期

待
さ
れ
る
点
も
多
い
。
ま
た
撮
影
も
平

成
四
年
度
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
順
次

閲
覧
に
供
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
文
献
資
料
部
落
合
博
志
）

－15－



第47号 国文学研究資料館報 平成8年9月

運
営
協
溌
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
一
回
運
営
協
議
員
会
が
平

成
八
年
六
月
二
十
六
日
（
水
）
に
開
催
さ

れ
、
議
事
は
、
管
理
運
営
の
概
況
、
平
成
七

年
度
事
業
報
告
、
及
び
平
成
九
年
度
概
算

要
求
に
つ
い
て
協
識
が
行
わ
れ
た
。

評
溌
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

委
員
会
日
鮭

平
成
８
年

４
月
肥
日

６
月
４
日

87

月月
818

日日

６
月
お
日

６
月
叫
日

５
月
７
日

５
月
ｎ
日

５
月
Ｍ
日

４
月
泌
日

情
報
シ
ス
テ
ム
仕
様
策

定
委
員
会

外
部
評
価
委
員
会

（
第
二
回
）

企
画
委
員
会

情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会

国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
会
（
第
一
回
）

国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議
総
会

外
部
評
価
委
員
会

（
第
三
回
）

共
同
研
究
委
員
会

（
第
一
回
）

文
献
目
録
委
員
会

国
際
日
本
文
学
研
究
集

〈
菓
畜
異
真
第
一
回
）

彙
報
本
年
度
第
一
回
評
議
員
会
が
平
成
八

年
七
月
十
六
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
、
議
事

は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
長
の
選
考
、
管

理
運
営
の
概
況
、
平
成
七
年
度
事
業
報
告

及
び
平
成
九
年
度
概
算
要
求
に
つ
い
て

評
議
が
行
わ
れ
た
。

外
国
出
張

山
崎
誠

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
第
招
回
ア
ジ
ア
学
協
会

研
究
集
会
参
加

期
間
平
成
８
年
４
月
ｎ
日
１

平
成
８
年
４
月
胴
日

丸
山
勝
巳

原
正
一
郎

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究

期
間
平
成
８
年
５
月
脆
日
～

平
成
８
年
５
月
訓
日

高
木
俊
輔

安
藤
正
人

大
友
一
雄

渡
辺
浩
一

渡
航
先
連
合
王
国

角
、一

海
外
研
修
旅
行

鈴
木
淳

目
的
在
英
日
本
史
料
の
所
在

と
現
状
に
関
す
る
調
査

期
間
平
成
８
年
６
月
４
日
～

平
成
８
年
６
月
鋤
日

原
正
一
郎

入
口
敦
志

渡
航
先
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ベ
ル
ギ
ー

目
的
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
学
術
情
報
網
に
よ
る

国
際
共
同
利
用
に
関
す

る
研
究

期
間
平
成
８
年
６
月
泌
日
～

平
成
８
年
７
月
７
日

山
崎
誠

落
合
博
志

和
田
恭
幸

中
野
真
麻
理

渡
航
先
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

イ
タ
リ
ア
共
和
国

バ
チ
カ
ン
司
教
国

目
的
欧
州
に
お
け
る
日
本
古

典
籍
研
究
の
歴
史
的
研

究

期
間
平
成
８
年
９
月
１
日
～

平
成
８
年
９
月
ｎ
日

/~
、ゴ

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
北
京
大
学
蔵
日
本
古
典

籍
の
調
査
と
日
中
瞥
誌

学
の
比
較
研
究

期
間
平
成
８
年
７
月
加
日
～

平
成
８
年
８
月
ｍ
日

青
木
睦

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
史
料
保
存
プ
レ
セ
ミ
ナ

ー
「
史
料
の
修
復
亜
伝

統
か
ら
最
新
へ
、
古
代

か
ら
現
代
ま
で
」
出
席

期
間
平
成
８
年
８
月
お
日
～

平
成
８
年
９
月
２
日

安
藤
正
人

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
「
第
８
回
ア
ー
キ
ピ
ス

ト
養
成
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
な
ら
び
に
「
第
旧

回
国
際
文
書
館
会
議
」

出
席

期
間
平
成
８
年
８
月
知
日
～

平
成
８
年
９
月
８
日

山
田
哲
好

渡
航
先
中
華
人
民
共
和
国

目
的
「
第
Ｂ
回
国
際
文
書
館

会
議
」
出
席

期
間
平
成
８
年
９
月
１
日
１

平
成
８
年
９
月
８
日

ロ
パ
ー
ト
キ
ャ
ン
ベ
ル
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渡
航
先
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

連
合
王
国

目
的
「
日
本
資
料
専
門
家
欧

州
協
会
年
次
大
会
」
出

席
及
び
文
献
調
査

期
間
平
成
８
年
９
月
群
日
～

平
成
８
年
旧
月
４
日

感
謝
状
の
贈
呈
に
つ
い
て

平
成
８
年
５
月
陥
日
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

共
和
国
ダ
ブ
リ
ン
市
の
チ
ェ
ス
タ
ビ
ー

テ
ィ
図
書
館
で
の
当
館
の
調
査
等
に
便

宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
潮
田
淑
子
氏

に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
、
佐
竹

館
長
か
ら
同
氏
へ
感
謝
状
と
記
念
品
の

贈
呈
を
行
っ
た
。

海
外
の
国
文
学
資
料
が
内
外
の
注
目

を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
釦

年
頃
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
最
大
の
契
機

と
な
っ
た
の
が
チ
ェ
ス
タ
ビ
ー
テ
ィ
図

書
館
の
所
蔵
す
る
東
洋
美
術
品
に
関
す

る
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
資
料
は
、
チ
ェ
ス
タ
ビ
ー
テ
ィ
卿

が
国
に
寄
付
し
た
も
の
で
、
こ
の
図
書
館

に
お
い
て
日
本
関
係
の
所
蔵
品
整
理
な

ど
に
当
た
っ
た
の
が
同
氏
で
、
当
館
の
研

究
者
も
業
務
、
研
究
に
お
い
て
訪
問
し
た

際
、
公
私
に
わ
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ

た
。

当
館
で
は
、
平
成
五
年
よ
り
「
原
典

購
読
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
て
い
る
。

本
年
は
十
五
名
の
大
学
院
生
を
迎
え
、

八
月
二
六
日
（
月
）
か
ら
三
○
日
（
金
）

ま
で
、
六
名
の
教
授
・
助
教
授
に
よ
る

講
義
が
行
わ
れ
た
。
酷
暑
の
中
で
一
日
、

四
講
義
を
連
続
し
て
聴
講
す
る
の
は
、

参
加
者
に
と
っ
て
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
人
の

落
伍
者
も
な
く
鉦
事
終
了
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
も
た
れ
た
茶
話

会
で
は
、
受
講
生
か
ら
の
謝
辞
と
今
後

の
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
こ
と
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

本
年
の
講
義
題
目
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

○
日
本
漢
籍
史
入
門
Ｉ
「
長
恨
歌
』
の

注
釈
と
絵
画
化
を
め
ぐ
っ
て
（
文
献

資
料
部
山
崎
誠
）

○
平
安
末
期
の
私
撰
和
歌
集
ｌ
言
葉
和

歌
集
を
読
む
Ｉ
（
企
画
調
整
官
松
野

陽
二

○
大
名
屋
敷
の
歌
舞
伎
上
演
ｌ
『
弘
前

藩
庁
日
記
』
を
読
む
Ｉ
（
研
究
情
報

部
武
井
協
三
）

○
本
居
宣
長
の
大
和
紀
行
ｌ
菅
笠
日
記

を
読
む
Ｉ
（
文
献
資
料
部
鈴
木
淳
）

（原
典
購
読
セ
ミ
ナ
ー

○
「
夜
明
け
前
』
の
世
界
ｌ
「
大
黒
屋

日
記
』
を
読
む
（
史
料
館
高
木
俊
輔
）

○
デ
ジ
タ
ル
・
ワ
ー
ド
ー
国
文
学
研
究

の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
リ
テ
ラ

シ
ー
（
研
究
情
報
部
原
正
一
郎
）

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
の
講
義
に
つ
い
て

は
、
平
凡
社
か
ら
『
セ
ミ
ナ
ー
原
典
を

読
む
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

既
刊
分
は
次
の
と
お
り
。

『
浮
世
風
呂
・
浮
世
床
ｌ
世
間
話
の
文
学

‐
坐
本
田
康
雄
著

『
書
の
秘
伝
ｌ
入
木
道
の
古
典
を
読
む

Ｉ
生
新
井
榮
蔵
著

『
千
載
集
ｌ
勅
撰
和
歌
集
は
ど
う
編
ま
れ

た
か
‐
坐
松
野
陽
一
著

『
古
文
書
が
語
る
近
世
村
人
の
一
生
』
森

安
彦
著

『
蚕
の
村
の
洋
行
日
記
ｌ
上
州
蚕
種
業

者
・
明
治
初
年
の
欧
羅
巴
体
験
ｌ
』
丑

木
幸
男
著

「
百
人
一
首
ｌ
定
家
と
カ
ル
タ
の
文
学
史

‐
坐
松
村
雄
二
著

「
一
体
ぱ
な
し
ｌ
と
ん
ち
小
僧
の
来
歴

Ｉ
坐
岡
雅
彦
著

「
文
化
系
の
た
め
の
情
報
検
索
入
門
ｌ
パ

ソ
コ
ン
で
「
漱
石
」
に
た
ど
り
つ
く
‐
生

安
永
尚
志
著

「
京
都
学
の
古
典
『
雍
州
府
志
筐
立
川

美
彦
著

一

定
価
は
各
二
千
円
（
「
文
化
系
の
た
め

の
情
報
検
索
入
門
』
の
み
千
六
百
円
）
・
市

販
さ
れ
て
い
る
。

０
－
１

Ｉ
ｈ
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一
》
争
二
一
一

Ｆ
０
Ｂ
０
Ｂ
０
０
Ｂ
０
Ｂ
０
０
０
６
Ｄ
ｂ
ｂ
０
Ｂ
０
０
Ｕ
Ｄ
ｂ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
■
ｐ
Ｏ
０
０
９
０
９
０
０
Ｐ
０
Ｄ
Ｄ
ｂ
Ｄ
８
ｏ
０
０
６
９
０
９
６
０
９
０
０
０
０
０
０
０
Ｑ
６
９
６
６
０
Ｄ
０
ｏ
Ｃ
０
９
■
０
０
０
９
０
９
６
０
９
０
●
０
９
Ｑ
Ｏ
０
０
０
ｏ
Ｏ
０
９
９
９
ｊ
０
■
０
９
０
９
０
ｏ
６
９
９
０
９
０
０
０
Ｑ
９
０
０
９
６
９
０
Ｉ
Ｏ
６

一
◆
新
指
定
の
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
及
び

一
貴
重
書
指
定
解
除
に
つ
い
て

一
本
年
三
月
、
次
の
と
お
り
新
た
に
特

一
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
一
文
庫
が
加
わ
り

一
◆
彦
根
市
立
図
書
館
（
琴
堂
文
庫
）
の

一
名
称
及
び
サ
ー
ビ
ス
区
分
変
更
に
つ

一
い
て

一
こ
の
た
び
，
彦
根
市
立
図
書
館
（
琴

董
文
庫
）
の
名
称
が
彦
根
城
博
物
館

室
琴
堂
文
庫
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

一
琴
堂
文
庫
が
、
彦
根
市
立
図
書
館
か
ら

一
彦
根
城
博
物
館
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に

一
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
マ
イ
ク

旨
資
料
の
サ
ー
ビ
ス
区
分
が
Ａ
（
複
写

一
可
）
か
ら
Ｃ
（
要
事
前
許
可
）
に
変
更

》
さ
れ
ま
し
た
。
複
写
を
希
望
す
る
場
合

一
は
、
彦
根
城
博
物
館
に
許
可
願
を
提
出

一
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
許
可
願
は
当

一
館
か
ら
出
し
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ

一
さ
い
。

一
な
お
、
こ
れ
に
該
当
す
る
琴
堂
文
庫

房
資
料
は
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
一
九

一
八
六
年
』
（
第
ｎ
冊
）
、
『
同
一
九
八
八
年
」

翼
第
ｎ
冊
）
及
び
『
同
一
九
八
九
年
』

童
第
旧
冊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
文

一
庫
番
号
は
２
４
３
で
す
。

『
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
６
０
Ｕ
４
９
０
０
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
６
０

利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ

◆
Ｏ
Ｐ
Ａ
ｃ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

（
賦
行
）
に
つ
い
て

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
、
当
館
で
所
蔵
す
る
活

字
本
・
影
印
本
の
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

で
す
。
収
録
範
囲
は
平
成
四
年
一
月
以

降
の
受
入
分
で
す
。
遡
及
入
力
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
以
前
の
図

書
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

で
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
利
用
申
請
手
続
の
必
要
は

な
く
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

〈
Ｕ
Ｒ
Ｌ
〉

一
⑦
一
コ
⑮
憲
二
六
．
宏
匡
写
巨
。
白
二
一
向
。
』
で

ま
し
た
。
ま
た
、
貴
重
書
の
う
ち
一
点

が
指
定
を
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
貴
重
書
は
全
部
で
八
十
一
点
、
特

別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
五
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

〈
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉

・
広
瀬
青
邨
文
庫

広
瀬
淡
窓
・
青
邨
関
係
資
料

〈
貴
重
書
指
定
解
除
〉

・
落
窪
物
語
（
刊
三
冊
）

貴
重
普
請
求
記
号
”
／
粟

内
~一一

０
８
日
■
■
８
０
日
■
Ｏ
Ｂ
０
Ｂ
０
Ｂ
Ｕ
Ｏ
８
９
８
ｐ
０
Ｂ
０
０
０
Ｑ
Ｂ
ｂ
Ｂ
０
Ｂ
Ｕ
０
０
０
６
０
０
６
ｂ
９
０
０
６
ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
■
’
０
６
８
０
０
ゥ
０
０
６
０
６
０
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｏ
０
０
０
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
６
６
９
９
ｏ
６
６
６
０
ｏ
ｏ
６
６
０
６
６
６
０
４
０
０
０
０
０
０
．
０
０
４
０
０
０
０
０
０
０
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
８
１

〈
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
〉

一
℃
い
い
心
一
．
画
一
』
今
い

く
接
続
方
法
〉

端
末
種
別
を
入
力
し
た
後
、
両
寓
目
”

こ
ぃ
両
国
ロ
‐
に
対
し
て
○
勺
少
。
と
入
力

す
る
。

〈
提
供
時
間
〉

九
時
半
～
二
十
一
時

日
曜
日
、
土
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休

日
、
毎
月
末
日
、
年
末
年
始
等
は
休

止
し
ま
す
。

な
お
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
実
験
公

開
中
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
言
冒
妻
毫
毛
．
昌
冨
ｏ
者

で
す
。
）
か
ら
も
、
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
。

◆
利
用
案
内

利
用
資
格

学
術
研
究
の
た
め
に
当
館
の
資
料
を

必
要
と
し
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者

（
二
学
校
の
教
員
及
び
調
査
研
究
機

関
の
研
究
員

（
二
）
大
学
及
び
大
学
院
の
学
生

（
三
）
そ
の
他
館
長
が
適
当
と
認
め
る

者

閲
覧
時
間

角
､_卓

九
時
～
十
七
時

資
料
謂
求
受
付
時
間

九
時
半
～
十
二
時
、
十
三
時
～
十
六

時
半

Ｏ
Ｐ
Ａ
ｃ
利
用
時
間

九
時
半
～
十
六
時
半

文
献
複
写
受
付
時
間

九
時
半
～
十
五
時
半

休
室
日
日
曜
日
、
土
畷
日
、
祝
日
、
振
替
休

日
、
毎
月
末
日
（
日
、
土
の
場
合
は

直
前
の
金
曜
日
）
、
四
月
末
～
五
月
上

旬
五
日
間
、
十
二
月
二
十
七
日
～
一

月
五
日
、
三
月
二
十
五
日
～
三
月
三

十
一
日
、
そ
の
他

来
館
で
き
な
い
喝
合
の
利
用
方
法

所
属
大
学
の
図
書
館
等
を
通
し
て
申

し
込
め
ば
文
献
複
写
及
び
貸
出
（
資

料
は
限
定
さ
れ
ま
す
）
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
個
人
が
郵
送
で
文
献
複
写
の

申
し
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
細
は
参
考
普
及
係
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

臨
時
休
室
の
お
知
ら
せ

平
成
九
年
一
月
六
日
（
月
）
は
休
室

し
ま
す

ー
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人事異動(平成8年3月～平成8年8月）

【教官】

倖、

【事務系職員】

岸、

－19－

発令年月日 氏名 異動内容（新官職） 旧（現）官職等

１

１

１

１

３
１

ａ
〃
４
ヶ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
４
秒
〃
〃
乱

●
●
●
●

８
８
８
８

樹下文隆

佐々木孝浩

志
雄
史
子
眞
子
子
子

舘
謹
睡
齢
村
織
癖
癖

落
江
谷
後
永
越
杉
森

落合博志

山本一

中川博夫

藏持重裕

岡雅彦

〔辞職〕

広島女子大学国際文化部助教授

慶腫義塾大学附属研究所斯道文庫助手

〔採用〕

文献資料部助教授

研究情報部助手

文献資料部客員教授（9.3.31まで）

研究情報部客員教授(9.3.31まで）

史料館客員教授(9.3.31まで）

文献資料部非常勤研究員(9.3.31まで）

研究情報部非常勤研究員(9.3.31まで）

史料館非常勤研究員(9.3.31まで）

〔併任〕

文献資料部第二文献資料室長

文献資料部助教授（8.9.30まで）

研究情報部助教授(9.3.31まで）

史料館助教授(9.3.31まで）

文献資料部国際研究室長

文献資料部助教授

研究傭報部助手

法政大学第二教養部助教授

(早稲田大学文学部助教授）

(日本女子大学文学部教授）

(日本女子大学文学部教授）

(文献資料部助教授）

(金沢大学教育学部助教授）

(徳島大学総合科学部助教授）

(滋賀大学経済学部助教授）

(文献資料部教授）

発令年月日 氏名 異動内容（新官職） 旧（現）官職等

8.4.l

ケ

〃

〃

〃

〃

〃

8．7．1

8．4．l

〃

〃

〃

〃

〃

〃

8．7．1

8．4．l

〃

〃

8.7.1

ケ
ヶ

山口博基

三上智

新川恭弘

小関仁志

三浦孝樹

高田範夫
新藤正夫

森澤良水

石川護

松浦孝則

渡辺正昭

長谷佳彦

太田吉彦

小桧山克則

渡邊将敏

武川栄一

長津昭

大河史彦

岩崎光二

高島津雪

和田玲子

中村スミ子

〔転出〕

岐阜大学附属図書館事務部長

山梨大学会計課長

東京大学教養学部数理科学研究科総務課人事掛長

東京国立文化財研究所庶務課庶務係長

東京大学生産技術研究所経理課経理掛長

東京大学経理部主計課管財係長

東京大学工学部経理課司計掛主任

文部省大臣官房福利課長

〔転入〕

管理部庶務課長

管理部会計課長

管理部庶務課庶務係長

管理部庶務課共同利用係長

管理部会計課用度係長

管理部会計課管財係長

管理部会計課総務係総務主任

管理部長

〔館内異動〕

管理部庶務課人事係長

管理部会計課管財係管財主任

管理部庶務課庶務係

整理閲覧部情報ｻｰﾋﾞｽ室参考普及係長（併任解除）

整理閲覧部情報ｻｰﾋﾞｽ室参考普及係長

整理閲覧部情報ｻｰﾋﾞｽ室受入係

管理部庶務課長

管理部会計課長

管理部庶務課人事係長

管理部庶務課共同利用係長

管理部会計課用度係長

管理部会計課管財係長

管理部会計課総務係総務主任

管理部長

筑波大学総務部人事課長

熊本大学経理部経理課長

国立特殊教育総合研究所運営部廠務課人事係長

東京工罷大学総合理工学研究科等資腺化学研究所事務掛長

東京学芸大学教育学部附属学校部会計係主任

東京大学物性研究所経理課用度掛契約主任

東京大学海洋研究所経理課海務掛主任

国立国語研究所庶務部長

管理部庶務課庶務係長

管理部会計課管財係

管理部会計課情報処理係

(整理閲覧部情報ｻー ﾋ゙ ｽ室傭報ｻー ﾋ゙ ｽ係長）

整理閲覧部梢報ｻｰﾋﾞｽ室受入係

整理閲覧部悩報ｻｰﾋﾞｽ室情報管理係
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①〒lOl千代田区猿楽町2-2-5笠

間番院内03-3295-1331@I0月

12．13日③盛岡大学

全国大学国霞教育学会

①〒3筋つくば市天王台I-1-l筑

波大学教育学系人文科教育学研究

室内0298-53-6732.6733@10月

12.13日③茨城大学

全国大学国語国文学会

①〒101千代田区猿楽町2-2-6畑山

第1ビル㈱おうふう気付03-3294‐

0857@10月26.27日③新潟大

学

中古文学会

①〒112文京区白山5-28-20東洋

大学文学部国文学研究室03-3945‐

7367@10月12･13日③山口県

立大学

中世文学会

①〒175-80板橋区高島平1-9-l大

東文化大学文学部日本文学科関口

研究室03-3935-lll3内3127@10

月12～14日③いでは文化記念館

日本演劇学会

①〒169-50新宿区西早稲田I-6-l

早稲田大学演劇博物館内03-3203‐

4141内71-5218@10月26･27日

③熊本県立大学

日本音声学会

①〒lOl千代田区猿楽町1-3-103-

3292-1718@9月28.29日③東

京都立大学

日本歌謡学会

①〒63O奈良市高畑町奈良教育大

学真鍋研究室内0742-27-9153@

10月12･13日③大阪教育大学

日本近世文学会

①〒162新宿区戸山l-24-l早稲田

大学文学部谷脇理史研究室内03‐

3203-4141@10月26･27日③同

朋大学

日本近代文学会

①〒171豊島区西池袋3-34-l立教大

学文学部日本文学科第二研究室内

03-3985-25“①〒113文京区駒込

5-16-9学会センターC21日本学会事

務センター内03-5814-5810@10

月26.27日③大東文化大学

社団法人日本語教育学会

①〒107港区赤坂1-8-10第9興和

ビル内03』3584-4872～3@10月
5．6日③京都外国語大学

日本児童文学学会

①〒474愛知県大府市横根町名高

山5s中京女子大学棚橋美代子研

究室内0562-46-1291@10月26

～28日③市邨学園短期大学

日本社会文学会

①〒㈹3京都市北区小山上総町大

谷大学文学部片岡了研究室075‐

432-3131@11月l～3日③熊本

市民会館・熊本市国際交流会館

日本文学協会

①〒170豊島区南大塚2-17-1003-

3941-2740@11月9･10日③相

模女子大学

日本文学風土学会

①〒359所沢市泉町1789秋草学

園短期大学国文科研究室0429‐

2s-111l@11月16日③昭和女子

大学

日本方言研究会

①〒192-03八王子市南大沢l-l東

京都立大学国語研究室内日本方

言研究会幹事0426-77-2135@

〒115北区西ケ丘3-9-14国寸園語

研究所気付日本方言研究会幹事

03-39"-3111@10月18日③愛

媛大学

俳文学会

①〒192-m八王子市大塚359帝京

大学文学部内0426-78-3332②10

月5～7日③いわき明星大学

萬葉学会

①〒558大阪市住吉区杉本3-3-138

大阪市立大学文学部国語国文学研

究室内06-605-2413･2414@10月

5～8日③東京大学

和歌文学会’

①〒112文京区目白台2-8-l日本

女子大学日本文学研究室03-3943‐

3131内73"@10月19～21日③

日本女子大学

和漢比較文学会

①〒56O豊中市待兼山町l-16大阪

大学共通教育機櫛文学研究室内

06-850-5663②9月28～30日③

金沢学院大学

平成8年度

秋季学会
①事務局②学会開催日③会場

解釈学会

①〒170豊島区北大塚3-29-2教育

出版センター内03-5394-1203

②8月22.23日③宮城学院女子

大学

歌舞伎学会

①〒169-50新宿区西早稲田l-6-l

早稲田大学演劇博物館内03-3203‐

4141内71-5218@11月30日･12月1

日③明治大学

訓点語学会

①〒155世田谷区代沢1-20-10@

10月18日③松山市立子規記念博

物館

芸能史研究会

①〒唖京都市左京区浄土寺真如

町77紫雲荘6号室075-761-8718@

12月7日③早稲田大学

計量園震学会

①〒167杉並区善福寺2東京女子

大学3号館118号室内03-3395-1211

内339⑳月28日③中京大学

国語学会

①〒113文京区本郷7-3-l東京大

学文学部国語研究室内03-3812-

2111①事務取扱〒113文京区

本郷1-13-7日吉ハイツ4MO3-

5802-0615@10月19.20日③愛

媛大学

昭和文学会

今
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